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神
の
宝
、
威
勢
よ
く

宮處野神社例大祭
獅子や白熊が練り歩く「神

じん
保

ぼ え
会」

今年は10／10 ㈯ 開催　※写真は2012年撮影

Taketa Public Relations
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９
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の
３

日
間
、「
第
68
回
大
分
県
民
体
育
大

会
」
が
大
分
ブ
ロ
ッ
ク
（
大
分
、
由

布
両
市
）
を
主
会
場
に
開
催
。「
夢・

挑
戦
・
躍
動 

集
え
郷
土
の
ア
ス
リ

ー
ト
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
各

会
場
で
は
郷
土
の
誇
り
を
懸
け
、
熱

き
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
な
成
績
（
３
位
以
上
）
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

【
陸
上
・
男
子
共
通
走
高
跳
】　

優

勝・菅　
隆
徳
（
２
㍍
10
㌢
大
会
新
）

【
陸
上
・
男
50
歳
以
上　
１
０
０
㍍
】

３
位
・
志
賀 

昌
広

今
年
も
諦
め
な
い
「
竹
田
市
」
が
奇
跡
を
起
こ
し
た
！

 
躍
進
賞

「
第
68
回
大
分
県
民
体
育
大
会
」
が
閉
幕
。
竹
田
市
は
総

合
12
位
（
Ｃ
部
２
位
）
に
２
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
！ 

今
大
会
も

選
手
団
の
活
躍
は
市
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。

←地元竹田会場（ＳＰＡ直入）
で行われた「自転車競技 」。
ロードレース共通に野仲勝彦
選手（５位）、小橋武選手（７
位）が出場し、素晴らしい
走りを見せてくれました

　　→
ゲートボール・女子
　優勝は、竹田ゲートボール
界の快挙！「昨年の悔しい思
いをバネにして、みんながひ
とつになって優勝できまし
た！」と喜びを語る主将・菅
サヱ子さん。

←
走り高跳び　菅　隆徳さん
　大会新 2m10㎝で、2 連覇を
果たす！
　「大会新を跳べてよかった
です。この勢いをきっかけに
して、来年に向けて頑張りま
す！」

ウエイトリフティング
　　　小川慎太郎さん
　トータル 250kg で、貫録の
２連覇達成！
　「竹田市のみなさんに優勝
を報告することができます。
応援ありがとうございました！」

→

さらに
また！

竹田の
原動力！

↑竹田の団結力が「躍進」を生んだ（結団式）

竹田の団結力！竹田の団結力！
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人口のうごき
　　　　　　　　　　　（前月比）
人　口　　 23,415 人（－ 32 人）
男　性　　 10,919 人（－ 10 人）
女　性　　 12,496 人（－ 22 人）
世帯数　10,523 世帯（－1 世帯）
　　　住民基本台帳登録人数
（平成 27年 9月 1日現在）
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 水泳競技
プ―ル施設のないまちからの挑戦
水泳の楽しさを伝えたい！
　市内にプール施設のないハンディをも
のともせず、県体・水泳競技に４年前か
ら出場する阿南女久美さん（飛田川田
原）。練習は近隣市町の施設まで、仕事
を終えた後、車で 40 分（往復約１時間
20 分）かけて通っています。
　年々同志が増え、今年は男女合わせて
５名がエントリー。９月５・６日に開催さ
れた大会では５種目出場のうち、３種目
で決勝進出を果たしました。
　「仲間が増えて嬉しい。女性がもう一
人入ればリレーに出場できます。私は泳
ぐことが好きなので、これからも水泳の
楽しさを伝えたい。今年も４位でしたの
で、来年こそ３位入賞を目指します」と
話す阿南さん。
　水泳を愛するみなさんの今後のご活
躍を期待しています。

♡ ♡ ♡ ♡ ♡ ♡ ♡ ♡ ♡ ♡ ♡ ♡ ♡ ♡ ♡ ♡

↑「心地よい緊張感を味わえました。来年も挑戦
したい！」

【写真左から】　倉原準一選手、阿南女久美選手（女
子 40 歳以上 50㍍自由型４位）、阿南英三監督、菊
川靖彦選手、岩本くに子選手（女子 40 歳以上 50
㍍平泳ぎ８位）、佐藤史織選手（女子 30 歳未満 50
㍍背泳ぎ６位）

 ボウリング競技
家族の「絆」でストライク！
秋岡ファミリー全員県体出場
　市内に競技施設のない県体競技のひとつ
でもある「ボウリング」。９月１２・１３日に大
分市で開催され、選手団にエントリーされ
た秋岡ファミリー（直入地区橘木）は、父・
忠明さん（67 歳）、母・和子さん（62 歳）、
長男・寛さん（41 歳）、次男・豪

つよし

さん（37 歳）
の家族４人全員で県体出場を果たしました。
　忠明さんは定年退職後、畜産に専念。一
年後、趣味をつくろうと、夫婦でボウリング
を始めたのがきっかけ。その面白さにハマり、
子どもたちも巻きこみ、自宅から車で約 35
分程の場所にあるボウリング場に通い続け
ました。
　今では毎月「月例職域大会」等に出場し、
常に優勝を争うまで上達されました。
　また、県体予選会への参加に声が掛り、

↑ 【写真左から】　ボウリング大好き家族！秋岡豪
さん、忠明さん、和子さん、寛さん

【
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
77
㎏

級
】
優
勝
・
小
川
慎
太
郎

【
山
岳
・
成
年
女
子
総
合
】
２
位
・

丸
小
野
真
紀
、
重
石
瑛
梨
奈
、
國

廣
愛
理
、
中
島
亜
紀
子

【
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
個
人
戦
】
３
位
・

小
野 

武
鑑

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル・女
子
】
優
勝・〔
監

督
〕大
野
昌
子〔
審
判
〕河
室
洋
子〔
主

将
〕菅 

サ
エ
子〔
選
手
〕後
藤
慶
子
、

尼
子
菊
代
、平
田
紀
子
、野
田
恭
子
、

後
藤
れ
い
子
、
田
村
京
子
（
敬
称
略
）

　
　
　
　

*

　

竹
田
市
は
２
年
連
続「
躍
進
１
位
」

で
表
彰
さ
れ
、
大
健
闘
し
ま
し
た
。

な
お
、
総
合
12
位
は
平
成
17
年
の
合

併
以
後
、
最
高
順
位
で
す
。
い
よ
い

よ
Ｂ
部
入
り
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、
地
域
の
活
力
と

な
り
ま
す
。来
年
の
県
体
に
向
け
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
始
ま
り
ま
す
。

４年前、長男・寛さんの県体初出場を皮切
りに、ご夫妻も翌年出場。ついに今年は次
男の豪さんが予選会を勝ち抜き初出場を果
たし、家族全員で竹田市「躍進」の一端を
担いました。
　「ボウリングは健康的で、友達もできる。
何より嬉しいのは、家族の間に共通の話題
ができて、絆が深まったことですね」と話す
忠明さん。
　これからもボウリングを愛する秋岡ファミ
リーのご活躍を期待しています。

スポーツ
♥LOVE愛
　　　

竹田
スポーツ
♥LOVE愛
　　　

竹田
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野
田
良
輔
副
市
長
（
以
下
、
副
市
長
）　

最
近

竹
田
の
福
祉
が
、
国
や
他
地
域
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
ね
？

首
藤
勝
次
市
長
（
以
下
、
市
長
）　

ま
ず
、
高

齢
化
率
が
高
い
で
す
か
ら
ね
。
43
％
、
全
国
の

市
町
村
の
中
で
２
番
目
に
高
い
。
そ
れ
に
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
、
ユ
ニ
ー

ク
な
支
え
合
い
の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
ま
す
。

厚
労
省
の
某
課
長
補
佐
が
、
先
日
、
視
察
に

お
い
で
に
な
り
、お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
。「
竹

田
を
訪
問
す
る
前
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
高
齢
化

率
が
高
い
の
で
、
ど
ん
な
に
オ
ド
ロ
オ
ド
ロ
し

い
と
こ
ろ
か
と
、
こ
わ
か
っ
た
（
笑
）。
と
こ

ろ
が
、
訪
れ
て
み
る
と
、
市
民
の
方
々
が
非
常

に
イ
キ
イ
キ
と
し
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
た
。

副
市
長　
「
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
整

備
」（
略
し
て
「
く
ら
サ
ポ
」）
は
、
全
国
で
も

有
数
の
地
域
福
祉
活
動
の
取
り
組
み
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
長
は
、
就
任
以
来
、

こ
の
「
く
ら
サ
ポ
」
の
取
り
組
み
を
主
要
な
施

策
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
目
指
す
と

こ
ろ
、
仕
組
み
は
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
で
し

ょ
う
か
？

市
長　

国
で
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

に
な
る
２
０
２
５
年
ま
で
に
医
療
や
介
護
、
住

ま
い
、
生
活
支
援
、
介
護
予
防
な
ど
様
々
な

機
関
、
仕
組
み
を
連
携
し
な
け
れ
ば
高
齢
者

福
祉
、
特
に
介
護
保
険
の
制
度
維
持
が
難
し

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
竹
田
市
で
は
、
高
齢

化
率
で
い
え
ば
国
の
想
定
の
は
る
か
30
年
先

を
歩
ん
で
お
り
、
い
わ
ば
国
の
モ
デ
ル
と
な
る

地
域
で
す
。
私
は
、
高
齢
化
率
が
高
い
こ
と
が

悪
い
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
元

気
な
高
齢
者
が
多
く
、
長
寿
を
全
う
し
て
い

る
も
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
地
域
で

求
め
ら
れ
る
生
活
支
援
の
あ
り
方
、
元
気
な

高
齢
者
層
の
社
会
参
加
な
ど
、
竹
田
市
の
高

齢
者
が
最
も
多
く
な
る
こ
れ
か
ら
10
年
が
勝

負
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
住
民
主
体

の
地
域
福
祉
活
動
を
根
付
か
せ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
代
表
を
務
め
て
い
る
竹
田
市
経
済
活

性
化
促
進
協
議
会
で
は
、「
く
ら
サ
ポ
」
の
整

備
と
起
業
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
３
年
前
に
久

住「
り
ん
ど
う
」、
翌
年
に
直
入「
ゆ
の
は
な
」、

昨
年
に
荻
「
し
ら
み
ず
」、
本
年
、
竹
田
南
部

竹
田
に
は
、
日
本
の
希
望
が
あ
る
、
と
実
感
し

た
」
と
。

副
市
長　

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
と
、
協
定
を

提
携
し
ま
し
た
ね
。

市
長　

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
は
、
元
東
京
地

検
特
捜
部
検
事
（
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
担
当
）

だ
っ
た
堀
田
力
会
長
が
、「
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
地
域
助
け
合
い
の
仕
組
み
」
を
全

国
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
団
体
で
す
。

そ
の
堀
田
会
長
が
、
７
月
18
日
に
来
竹
さ
れ
、

竹
田
モ
デ
ル
へ
の
支
援
と
全
国
展
開
を
し
た
い

と
、
竹
田
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

Т
О
Ｐ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

市
長
に
聞
く
⑥

最
先
端
を
行
く
、み
ん
な
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
！

　

竹
田
な
ら
で
は
の
福
祉
を
進
め
る

　
竹
田
の
福
祉
は
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
は
じ
め
て
い
ま
す
。
今
後
の
福
祉
の
あ
り
方
に
つ
い
て
市
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
し
ま
し
た
。（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
を
兼
任
す
る
野
田
良
輔
副
市
長
）

■

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
竹
田
の
福
祉

高
齢
者
の
多
い
竹
田
は
国
の
モ
デ
ル
地
域
に

↑首藤市長に竹田市福祉のあり方を聞く野田副市長
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「
あ
け
ぼ
の
」
と
竹
田
北
部
「
双
城
」
が
住
民

主
体
の
助
け
合
い
活
動
を
行
う
団
体
と
し
て

誕
生
し
、
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
庭
の
草
刈
り
や
草
と
り
、
買
い

物
の
お
手
伝
い
、
家
事
支
援
な
ど
「
ち
ょ
っ
と

困
り
の
お
手
伝
い
」
を
１
時
間
８
０
０
円
と
い

っ
た
有
償
で
支
援
す
る
仕
組
み
で
す
。
ま
た
、

日
中
一
人
に
な
り
が
ち
な
高
齢
者
の
居
場
所
づ

く
り
と
な
る
「
寄
り
合
い
場
」
を
設
置
、ま
た
、

楽
し
い
サ
ロ
ン
「
く
ら
サ
ポ
広
場
」
な
ど
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
竹
田
、
岡
本
、
明
治
、
豊
岡
、
玉
来
、

松
本
、
菅
生
の
地
域
で
、
こ
の
「
く
ら
サ
ポ
」

立
ち
上
げ
の
取
り
組
み
が
動
い
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
活
動
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

副
市
長　

福
祉
の
制
度
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
ね
。

市
長　
ど
う
い
う
方
向
で
変
わ
る
か
、
一
言
で

い
う
と
、
地
域
の
実
情
で
合
わ
せ
て
仕
組
み
を

作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
介
護
保
険
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
一
律
の

制
度
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
市
町
村
の
地
域

力
・
企
画
力
が
試
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
竹
田
で
は
温
泉
で
地
域
資
源
、
ス

ト
レ
ッ
チ
と
か
で
療
養
し
て
、
介
護
の
予
防
を

す
る
と
か
。

副
市
長　

制
度
改
正
に
対
応
す
る
た
め
に
、

竹
田
市
は
ど
う
す
る
ん
で
し
ょ
う
か
？

市
長　

今
春
か
ら
、
社
会
福
祉
課
と
高
齢
者

福
祉
課
に
組
織
改
正
し
て
、
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
中
で
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
同

じ
執
務
室
に
て
、
連
携
が
取
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

　

高
齢
者
福
祉
課
の
隣
り
に
は
、
社
協
に
業

務
委
託
し
て
い
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

通
称
「
つ
る
か
め
」
が
あ
り
ま
す
ね
。「
つ
る

か
め
」
に
は
、
こ
れ
か
ら
は
、
介
護
予
防
、
医

療
と
の
連
携
、
認
知
症
対
策
、
そ
れ
に
財
産
や

権
利
を
守
る
権
利
擁
護
と
い
っ
た
大
事
な
役
割

が
あ
り
ま
す
ね
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

市
長　
副
市
長
は
、
４
月
か
ら
竹
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
会
長
を
引
き
受
け
ま
し
た
ね
、
ど

う
で
す
か
？

副
市
長　
お
っ
と
、逆
質
問
で
す
か（
笑
）。竹
田

市
社
協
は
今
、
使
命
感
に
燃
え
て
ま
す
よ
ぉ
！

　

社
協
は
こ
れ
ま
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
と
か
、
常
に
先
進
的
に
福

祉
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
っ
と
、
地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
社
協
が
役
割
を
果
た
し
て

い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
声
掛
け
と
か
見
守
り

と
か
を
充
実
し
て
い
く
た
め
に
、
地
区
社
協
と

一
緒
に
な
っ
て
地
域
づ
く
り
に
邁
進
し
ま
す
。

　

社
協
が
何
を
や
っ
て
る
の
か
、
や
ろ
う
と
し

て
い
る
の
か
、
今
秋
に
社
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
っ
て
公
開
し
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

市
長　
こ
れ
か
ら
も
、
社
協
の
活
躍
に
、
お
お

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
よ
。

副
市
長　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
99
人
の

■

企
画
力
が
試
さ
れ
る
「
介
護
保
険
」

多
く
の
市
民
が
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り

「ＴＯＰ」とは、 Ｔは竹田市の、そして挑戦(トライ)の頭文字。Ｏはオリジナル、オンリーワン、 Ｐはプロジェクト。竹田市ならでは
の地域力、人間力、行政力をフルに発揮していこうとする運動体をＴＯＰ運動と名づけ、様々な政策の展開に取り組んでいます。

民
生
委
員
児
童
委
員
さ
ん
、
２
０
３
人
の
福
祉

委
員
さ
ん
、
約
2
千
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
地

域
を
支
え
て
い
ま
す
。
17
の
地
区
社
協
も
、
独

り
暮
ら
し
の
方
へ
の
声
か
け
や
見
守
り
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
や
敬
老
会
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
関
係
者
だ
け
で
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
方
々
を
、
支
え
合
い
の
仕
組
み
に
巻

き
込
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

市
長　
先
日
、
あ
る
地
元
ス
ー
パ
ー
の
社
長
さ

ん
と
お
話
し
し
ま
し
た
。
社
長
さ
ん
が
、「
本

業
を
活
か
し
て
、
お
年
寄
り
の
買
い
物
支
援
を

し
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
よ
。
ス
ー

パ
ー
と
社
協
、
そ
れ
に
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
と

か
が
協
力
し
て
買
い
物
バ
ス
を
走
ら
せ
た
ら
い

か
が
？

副
市
長　
そ
の
ア
イ
デ
ア
、
い
た
だ
き
ま
す
！

　

買
い
物
バ
ス
は
、
社
協
が
、
２
年
前
に
半
年

間
、
嫗
岳
・
宮
砥
地
区
で
試
行
し
た
こ
と
が
あ

る
ん
で
す
。
復
活
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
も
届

い
て
ま
し
た
。
買
い
物
や
交
通
手
段
に
お
困
り

の
市
民
、
多
い
で
す
よ
。

市
長　
高
齢
者
福
祉
だ
け
で
な
く
。
障
害
の
あ

る
方
々
へ
の
支
援
や
、
子
育
て
制
度
の
充
実
も

必
要
で
す
ね
。
ま
さ
に
竹
田
な
ら
で
は
の
福
祉

の
仕
組
み
づ
く
り
、
こ
れ
か
ら
も
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

↑高齢者がイキイキ！
　くらサポ広場（双城）

↑高齢者が地域で元気に暮
　らすための方法を話し合
　う「地域ケア会議」

←全地区の福祉委員を対象
　に行われた「福祉委員研
　修会」
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安 心 し て 暮 ら し て い こ う認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
が

し
っ
か
り
見
守
る
！

あ
な
た
に「
よ
り
そ
い
隊
」

　

竹
田
市
で
現
在
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
認
知
症
高
齢
者
は
１
３

３
７
人（
２
０
１
５
年
３
月
末
現
在
）

で
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が
今
後
も

予
想
さ
れ
、
認
知
症
の
方
へ
の
支
援

は
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

市
で
は
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
尊
厳

が
守
ら
れ
、
適
切
な
支
援
が
受
け
ら

れ
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
認
知
症
対

策
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
一
人
暮
ら
し
で
人
を
寄
せ
付
け

な
い
で
家
に
こ
も
っ
て
い
る
」「
家

族
が
認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
誰
に
も

知
ら
れ
た
く
な
い
」「
認
知
症
の
人

を
介
護
し
て
い
る
家
族
が
倒
れ
そ
う

な
の
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う

と
し
な
い
」
等
。
地
域
の
中
で
こ
の

よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
方
は
多

く
の
場
合
、
誰
か
の
、
何
ら
か
の
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

今
年
度
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
相
談
を
受
け
た
件
数
は
月
平
均

１
１
０
件
。
そ
の
約
６
割
は
認
知
症

の
相
談
だ
そ
う
で
す
。
地
域
で
困
っ

て
い
る
方
や
家
族
、
近
隣
住
民
に
対

し
て
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
長
寿
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
る
か
め
）」

は
４
月
、
認
知
症
な
ど
で
お
困
り
の

方
を
早
期
に
支
援
し
よ
う
と
、「
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム（
愛
称：

よ
り
そ
い
隊
）」
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

よ
り
そ
い
隊
の
平
瀬
千
津
子
さ
ん

（
社
会
福
祉
士
）
は
、「
苦
労
し
て
い

る
こ
と
は
、
人
と
交
わ
る
の
を
好
ま

な
で
互
い
に
支
え
合
い
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
「
竹
田
」
を
目
指
し
ま
す
。

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
地
域
で

元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
！

頼
れ
る「
地
域
ケ
ア
会
議
」

  

竹
田
市
で
は
平
成
26
年
４
月
か
ら
、

専
門
多
職
種
（
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
・

管
理
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
・
訪
問

看
護
師
・
保
健
師
等
）
が
協
働
し
て

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
地
域
で
元
気

に
暮
ら
す
た
め
の
方
法
を
話
し
合
う

「
地
域
ケ
ア
会
議
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
体
調
を
崩
し
て
入
院
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
体
力
や
足

の
筋
力
が
弱
っ
て
し
ま
い
、
自
宅
の

お
風
呂
に
ひ
と
り
で
入
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
Ａ
さ
ん
に

対
し
て
、
お
風
呂
に
入
れ
な
く
な
っ

た
原
因
（
入
院
に
よ
る
体
力
低
下
、

足
の
筋
力
低
下
）
に
着
目
し
、
改
善

策
を
話
し
合
い
ま
す
。
そ
し
て
、
Ａ

さ
ん
が
再
び
自
宅
の
お
風
呂
に
ひ
と

り
で
入
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
Ａ
さ
ん
の
よ
う
な

事
例
の
場
合
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
に
頼
る
こ
と
が
多
く
、
介
護
認
定

を
受
け
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
に
通

い
、
自
宅
以
外
の
場
所
で
安
全
に
入

浴
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
方

法
で
困
り
ご
と
を
補
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
元
気
に
暮
ら
す
た

め
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
に
頼
る
前
に
、

一
人
ひ
と
り
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し

て
元
気
に
な
る
こ
と
が
必
要
。
Ａ
さ

ん
の
場
合
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
か
ら

は
体
力
、
足
の
筋
力
の
回
復
の
た
め

に
具
体
的
な
運
動
内
容
に
つ
い
て
、

ま
た
管
理
栄
養
士
や
歯
科
衛
生
士
か

ら
は
「
筋
力
を
つ
け
る
た
め
に
三
度

の
食
事
の
中
で
し
っ
か
り
と
タ
ン
パ

ク
質
を
摂
る
こ
と
」
や
「
歩
行
を
安

定
す
る
た
め
に
、
奥
歯
で
し
っ
か
り

噛
み
し
め
る
こ
と
」
等
の
助
言
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

主
任
ケ
ア
マ
ネ
業
務
担
当
の
本
田

直
美
さ
ん
は
「
地
域
ケ
ア
会
議
で

話
し
合
わ
れ
た
内
容
を
、
自
宅
で
毎

日
コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
が
、〝
わ
か

っ
て
は
い
る
け
ど
、
ひ
と
り
で
は
な

か
な
か
な
ぁ
〟
と
い
う
方
が
多
い
よ

な
い
方
に
人
と
の
交
流
を
勧
め
る
こ

と
で
す
ね
。
元
気
な
う
ち
に
、
抵
抗

な
く
自
然
と
寄
り
合
え
る
場
が
あ
れ

ば
と
思
い
ま
す
」と
、現
場
の
声
を
聞

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
な
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、

高
齢
者
が
自
宅
で
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

な
が
ら
認
知
症
の
人
を
見
守
り
、
支

え
合
う
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ

り
、
そ
し
て
困
っ
た
時
に
相
談
で
き

る
場
所
も
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

今
年
度
か
ら
地
域
単
位
で
地
区

社
協
、
市
役
所
や
市
社
協
、
活
性
化

協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
一
体
と
な
っ
て
、「
地
域
包
括
ケ

ア
」
の
仕
組
み
づ
く
り
に
着
手
。
認

知
症
本
人
、
そ
の
家
族
を
地
域
み
ん

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
長
寿
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
る
か
め
）

　高齢化社会を迎えた竹田市において、現場を支えるスタッフの情熱なくして〝高齢
者福祉〟を語ることはできません。今回は「地域包括支援センター（長寿支援センター
つるかめ）」、「暮らしのサポートセンター」、「竹田市社会福祉協議会」を紹介します。

↑よりそい隊のみなさん（〔写真後列左から〕成
田緒理栄さん、山村めぐみさん、平瀬千津子さん

〔前列左から〕渡邉由美子さん、塩谷留美子さん）

↑「地域ケア会議」の秦節子さん、赤木美穂
さん、本田直美さん〔写真列左から〕

人が輝く竹田の「福祉力」
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人が輝く 竹田の「福祉力」

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

う
で
す
。
運
動
の
習
慣
化
が
難
し
い

の
は
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち

も
同
じ
。
一
緒
に
取
り
組
め
る
仲
間

が
い
る
と
、
き
っ
と
続
け
ら
れ
る
は

ず
！
地
区
社
協
を
中
心
と
し
て
、
地

域
の
み
ん
な
と
一
緒
に
声
を
か
け
な

が
ら
運
動
に
取
り
組
め
る
地
域
づ
く

り
が
広
が
り
、
地
域
全
体
が
元
気
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
け
る
と
良

い
と
思
い
ま
す
ね
」と
話
し
て
い
ま
す
。

竹
田
市
な
ら
で
は
の
新
し
い

互
助
の
仕
組
み
づ
く
り
！

御
互
い
様「
く
ら
サ
ポ
」

　
「
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

（
く
ら
サ
ポ
）
と
は
、
地
域
住
民
に

よ
る
、
地
域
住
民
の
た
め
の
地
域
づ

く
り
の
場
で
あ
り
、
地
域
課
題
や
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
活
動
の
展
開
、
活
動

拠
点
を
中
心
と
し
て
人
と
人
と
を
つ

な
ぐ
場
で
す
。
こ
れ
は
多
様
化
す
る

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
高
齢

者
の
社
会
参
加
を
進
め
る
、
竹
田
な

ら
で
は
の
互
助
の
仕
組
み
と
し
て
、

平
成
23
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
竹

田
市
経
済
活
性
化
促
進
協
議
会
」
の

取
り
組
み
で
す
。

　

く
ら
サ
ポ
の
主
な
活
動
は
次
の
３

点
。

①
寄
り
合
い
場

　
　
い
つ
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、地

　

域
の
皆
さ
ん
と
お
話
し
た
り
、
自

　

由
に
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り

②
広
場

　
　

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を

　

目
的
と
し
た
広
場
（
サ
ロ
ン
）
開

　

催
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
昼
食
等

　
で
、
み
ん
な
で
楽
し
い
時
間
を
過

　

ご
し
ま
す
。

③
ち
ょ
っ
と
困
り
の
支
援
（
生
活
支

　
援
サ
ー
ビ
ス
・
有
償
）

　
　

家
事
の
手
伝
い
や
見
守
り
、
話

　

し
相
手
、
買
い
物
の
代
行
、
庭
の

　

草
刈
り
、草
取
り
、簡
単
な
修
繕
な

　

ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事
に
対

　

す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。（
１
時
間

　
８
０
０
円
、
機
械
作
業
１
千
円
）

　

事
業
支
援
員
の
高
木
佳
奈
枝
さ
ん

は
「
く
ら
サ
ポ
は
、
地
域
住
民
の
み

な
さ
ん
の
活
躍
の
場
で
す
。
ち
ょ
っ

と
手
伝
え
る
と
い
う
高
齢
者
の
方
が

お
互
い
を
支
え
合
っ
て
、
元
気
を
生

み
だ
す
の
で
す
。
私
は
い
つ
も
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。大
好
き
で
す
、

く
ら
サ
ポ
!!
」
と
、
明
る
い
現
場
の

様
子
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
く
ら
サ
ポ
は
久
住
「
り
ん

ど
う
」
を
始
め
、直
入
「
ゆ
の
は
な
」、

荻
「
し
ら
み
ず
」、
竹
田
南
部
「
あ

け
ぼ
の
」（
入
田
・
嫗
岳
・
宮
砥
地

域
）、
竹
田
北
部
「
双
城
」（
宮
城
・

城
原
地
域
）
の
５
地
区
で
活
動
を
展

開
中
。
今
後
は
、竹
田
西
部
地
域（
玉

来
・
松
本
・
菅
生
）
と
竹
田
東
部
地

域
（
竹
田
・
岡
本
・
明
治
・
豊
岡
地

域
）
に
て
、
立
ち
上
げ
を
目
指
し
ま

す
。
現
在
、
生
活
課
題
実
態
調
査
の

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
中
。
詳
し
く
は
竹
田
市
経
済
活
性

化
促
進
協
議
会　

☎
62-

２
１
２
２

ま
で

お
互
い
が
助
け
合
い
な
が
ら

暮
ら
し
て
い
け
る
竹
田
に
！

福
祉
の
真
ん
中
に「
社
協
」

　

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
よ

り
地
域
に
近
い
存
在
で
、
住
民
主
体

の
組
織
で
あ
る
地
区
社
協
を
核
と
し

た
福
祉
の
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
社
協
は
、
住
民
同
士
の
繋
が

り
が
持
て
る
よ
う
に
、
以
前
か
ら
配

食
サ
ー
ビ
ス
や
敬
老
会
等
の
事
業
を

通
し
て
声
か
け
や
訪
問
活
動
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
地
区
社

協
独
自
に
よ
る
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ

の
作
成
や
マ
ッ
プ
を
基
に
し
た
避
難

訓
練
、
防
災
訓
練
等
、
災
害
対
策
の

取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
、
福
祉
委
員
、

愛
育
保
健
推
進
委
員
３
者
連
携
に
よ

る
訪
問
活
動
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ

の
よ
う
に
地
域
資
源
で
あ
り
ま
す
地

区
社
協
を
核
と
し
た
団
体
が
重
層
的

に
活
動
さ
れ
ま
す
と
、
地
域
は
活
性

化
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
域
を
支
え
る
地
区
社

協
に
も
課
題
が
あ
り
、そ
れ
は
、担
い

手
不
足
、人
材
不
足
等
で
す
。こ
の
課

題
は
、
地
区
社
協
だ
け
が
抱
え
て
い

る
問
題
で
は
な
く
、
竹
田
市
全
体
の

課
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
社
協
を

含
め
た
協
議
体
で
、
組
織
の
あ
り
方

に
つ
い
て
啓
発
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

社
協
の
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

班
、
工
藤
和
加
子
主
幹
は
「
高
齢
者

し
か
い
な
い
地
域
で
は
、
支
え
合
う

人
も
高
齢
者
で
す
。
自
分
の
で
き
る

範
囲
の
こ
と
を
や
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
い
い
の
で
す
。
隣
近
所
を
見
守
る

だ
け
で
も
い
い
。
誰
か
の
た
め
の
行

動
は
、
自
ら
の
生
き
る
力
に
な
る
と

思
い
ま
す
」
と
、
現
場
で
感
じ
る
思

い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
、目
の
前
に
あ
る
「
移
動
支
援
、

買
い
物
支
援
」と
い
う
大
き
な
課
題
。

市
社
協
は
こ
の
課
題
解
決
に
向
け
、

行
政
、
地
区
社
協
等
と
連
携
し
、
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

10
年
、
20
年
後
、
今
以
上
に
高
齢

化
が
進
み
ま
す
。
そ
れ
で
も
〝
こ
の

竹
田
市
に
住
み
続
け
て
良
か
っ
た
〟

と
、市
民
の
誰
も
が
思
え
る
よ
う
に
、

市
社
協
は
日
夜
「
お
互
い
が
助
け
合

い
、
支
え
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

け
る
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も
笑
い
と

活
気
の
あ
る
地
域
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
く
ら
サ
ポ
）

↑福祉の現場で頑張る！竹田市社会福祉協議会（堀
一寿事務局長ほか 12 名）のみなさん

↑くらサポのみなさん　（〔写真後列左から〕渡部宏昭さん、
工藤敦子さん、古荘陽さん、麻生由美さん、古澤守高さん

〔前列左から〕中城里美さん、高木佳奈枝さん、日高磨由美さ
ん、志賀由季さん）
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声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
者
・
留
学
報
告

第
68
回
瀧
廉
太
郎
記
念

全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
第
１
位　

岡お
か　
友ゆ

う
い
ち一

　
（
前
略
）

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立

大
学
教
授
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ル
カ
ソ
フ

ス
キ
ー
先
生
に
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
の
レ
ッ
ス
ン

で
は
、
主
に
呼
吸
法
や
高
音
域
で
の

母
音
や
子
音
の
発
音
の
仕
方
を
教
わ

り
ま
し
た
。特
に
呼
吸
に
つ
い
て
は
、

「
呼
吸
は
人
生
に
お
け
る
楽
し
み
の

一
つ
な
の
だ
か
ら
、
一
生
懸
命
呼
吸

し
よ
う
と
思
っ
て
呼
吸
し
た
り
、
呼

吸
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
姿
勢
や
喉

の
形
が
変
わ
っ
た
り
し
て
は
い
け
な

い
」
と
、繰
り
返
し
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
が
書
か
れ

た
時
代
背
景
を
学
び
、
曲
や
歌
詞

に
合
っ
た
表
現
を
す
る
こ
と
の
大
切

さ
も
教
わ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
考

え
て
も
み
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ

れ
、
少
々
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
先
生
が
と
て
も
細
か
く
説
明

し
て
く
だ
さ
り
、
通
訳
の
方
も
わ
か

り
や
す
い
言
葉
を
選
ん
で
訳
し
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
、
レ
ッ
ス
ン
が
終
わ

る
こ
ろ
に
は
十
分
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
先
ど
ん
な
曲
を
歌

う
か
、
ど
の
よ
う
に
歌
っ
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
充
実
し
た
レ
ッ
ス

ン
の
お
か
げ
で
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
演

奏
会
で
は
納
得
の
行
く
演
奏
が
出
来

た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

レ
ッ
ス
ン
や
練
習
の
合
間
に
は
、

同
じ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
る

方
々
と
一
緒
に
ウ
ィ
ー
ン
の
街
を
歩

い
て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ハ
ウ
ス
や
教

会
、
美
術
館
な
ど
を
巡
り
、
夜
に
は

オ
ペ
ラ
座
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
オ
ペ

レ
ッ
タ
を
鑑
賞
に
行
き
ま
し
た
。
音

楽
の
都
ウ
ィ
ー
ン
で
、
ま
さ
に
本
場

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
く
こ
と
で
、「
自

分
も
こ
の
地
で
演
奏
す
る
こ
と
が
出

来
た
ら
」
と
、
将
来
の
自
分
の
姿
に

思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。

　

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
は
生
ま
れ
て
初

め
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
験
し
ま

し
た
。ド
イ
ツ
語
は
全
く
分
か
ら
ず
、

英
会
話
も
得
意
で
は
な
い
の
で
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
先
で
ち
ゃ
ん
と
過
ご
せ

る
だ
ろ
う
か
と
不
安
で
し
た
。
し
か

し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー
ン
ハ
ウ
ス
、
竹
田
市
ド
イ

ツ
事
務
所
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
独
日
協

会
の
方
々
が
英
語
や
日
本
語
で
話
し

か
け
て
く
だ
さ
り
、
自
分
も
一
生
懸

命
会
話
し
よ
う
と
す
る
う
ち
に
不
安

は
消
え
て
い
ま
し
た
。

　

ワ
イ
マ
ー
ル
市
や
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

市
内
で
、
瀧
廉
太
郎
記
念
碑
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
関
係
の
博
物

館
の
他
に
、
ド
イ
ツ
の
文
化
や
歴
史

に
関
す
る
場
所
も
案
内
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
偉
大
な
音
楽
家
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
を
生
み
育
て
た
国

や
街
の
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。本
当
に
実
り
多
い
ウ
ィ
ー
ン・

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
短
期
留
学
で
し
た
。

　

高
校
の
３
年
間
を
通
し
て
い
く

つ
か
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
ま
し

た
が
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
ほ
ど
出
場

者
に
温
か
い
コ
ン
ク
ー
ル
は
他
に
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
大
変
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
コ
ン

ク
ー
ル
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
現

地
で
お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
す

べ
て
の
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

３
年
間
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

自
分
を
育
て
て
く
れ
た
「
タ
キ
レ

ン
」。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
今
日
は
精
一
杯
の
演

奏
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第 69 回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール

廉
太
郎
留
学
の
地「
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
」を
訪
問

　
「
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
優
勝
者
、

準
優
勝
者
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
短
期
留
学
助
成
金
が
贈
ら
れ
ま
す
。
一
昨

年
か
ら
廉
太
郎
留
学
先
ド
イ
ツ・ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
へ
の
訪
問
も
実
現
し
、

新
た
な
歴
史
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
優
勝
者
・
岡
友
一
さ
ん
（
鹿
児
島
国
際
大
学
国
際
文

化
学
部
音
楽
学
科
１
年
／
岡
山
県
立
倉
敷
青
陵
高
卒
）
は
、
廉
太
郎
が

夢
を
描
い
た
同
じ
街
で
、
何
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
留
学
報
告
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

↑終了演奏会を終えて。レッスンをしていただいたウィーン国立
　大学教授のフランツ・ルカソフスキー先生（写真右）

若き声楽家たちが今羽ばたく！

ウィーン留学報告演奏会
日時　10 月 18 日㈰　12:30 ～
会場　久住公民館くじゅうサンホール
　昨年第１位・岡友一さん（鹿児島国際大学国際文化学部
音楽学科１年／岡山県立倉敷青陵高卒）、第２位の中村仁さ
ん（大分県立芸術緑丘高等学校３年）がウィーン留学を経て、
成長した歌唱を披露してくれます。ぜひお聞きください。
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竹田市人事行政の運営等の状況〈平成26年度〉
　地方公務員法第 58 条の 2 及び「竹田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、平成 26 年度の竹田市
人事行政の運営等の状況について公表します。
　これは、市における人事行政の運営状況の公平性・透明性の確保を図るため、市民の皆さんに公表するものです。

「市民に信頼される質の高い行政サービスの提供を」
　竹田市の職員数は、平成 17 年の合併後 142 人の削減をしてきました。それでもなお、人口や産業構造等の類似団体の中で、
人口 1 万人当たりの職員数の割合が多い状況にあります。
　そこで竹田市では、事務事業や組織の見直し、退職者不補充などの行財政改革を推進し、さらなる職員数の削減に努めてい
るところです。しかし、この削減がサービスの低下につながるものではありません。職員一人一人のマンパワーを活用し、
住民サービスの更なる向上、周辺地域振興策の強化、地方創生への取組に役立てていきます。

１．職員の任免及び職員数に関する状況
(1) 採用と退職の状況

平成26年4月1日現在職員数 退職者 採用者 平成27年4月1日現在職員数
389人 15人 4人 378人

　【職員削減の状況】　　Ｈ26…△11人　　Ｈ25…△19人　　Ｈ24…△11人
（2）部門別職員数の状況

部　門 職員数（人） 対前年比（人） 部　門 職員数（人） 対前年比（人）26年度 27年度 26年度 27年度
福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政
部
門

議　会 4 4 0 特
別
行
政
部
門

教　育 43 43 0
総　務 76 73 △ 3 警　察 0 0 0
税　務 16 15 △ 1 消　防 62 60 △ 2
労　働 1 1 0 小　計 105 103 △ 2
農　水 44 43 △ 1 公

営
企
業
等
部
門

病　院 0 0 0
商　工 10 9 △ 1 水　道 9 9 0
土　木 26 24 △ 2 交　通 0 0 0
小　計 177 169 △ 8 下水道 3 3 0

福
祉
関
係

民　生 51 52 1 その他 20 19 △ 1
衛　生 24 23 △ 1 小　計 32 31 △ 1
小　計 75 75 0 総合計 389 378 △ 11一般行政部門計 252 244 △ 8

（3）定員管理計画の状況

平成17年
４月１日
職員数

数　値　目　標 増　減　実　績
平成27年
4月1日
職員数

対17年
増減数

対17年
増減率

平成27年
４月１日
職員数

対17年
増減数

対17年
増減率

520人 378人 △142人 △27.3％ 378人 △142人 △27.3％

２．職員の給与の状況
(1) 人件費の状況（平成26年度普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（平成27年3月31日）

歳出費
Ａ

人件費
Ｂ

職員給与費
Ｃ

人件費率
Ｂ／Ａ

職員給与費率
Ｃ／Ａ

26年度 人
　23,570  

千円
20,201,218

千円
3,686,605

千円
2,224,297

％
  18.2

％
11.0 

※人件費には、特別職等に含まれる給与・報酬や委員報酬等を含みます。
(2) 職員の給与費の状況（平成27年度普通会計予算）

区　分 職員数
Ａ

給　　　与　　　費 計
Ｂ

1人当り
給与費
Ｂ／Ａ給　料 職　員　手　当

期末・勤勉手当 その他の手当
27年度 人

366
千円

1,581,855
千円

634,192
千円

296,240
千円

2,512,287
千円

6,865
※１　職員手当には退職手当を含みません。
※２　給与費は当初予算に計上された予算額です。
※３　職員数は当初予算積算の基礎となった人数です。（市長・副市長は含みません。）
(3) 職員の平均給料月額および平均年齢の状況
　　　　　　　　　　　　　　　  （平成27年4月1日現在）　

区　　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 356,344円 46.7歳
技能労務職 372,010円 49.3歳

※平成27年4月1日から平成28年3月31日までの間は、給料月額を階級に応じて3％～6％の減額措置を実施しています。

(4)職員の初任給の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成27年4月1日現在）

区　　　分 初任給 採用後２年経過時
大学卒（減額前） 180,800円 193,500円
高校卒（減額前） 146,500円 160,700円
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(5) 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額（減額後）の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （平成26年4月1日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 高校卒 215,534円 258,720円 332,064円
※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数です。

(6) 級別職員数（一般行政職）の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成27年4月1日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準職務 主事 主任 主査 係　長
副主幹

課長補佐
主　幹

課　長
参　事

課長補佐
課　長 ―

職員数(人) 2 10 32 69 52 18 36 0 219
構成比(％) 0.9 4.6 14.6 31.5 23.8 8.2 16.4 0 100.0

(7) 職員手当の状況
①期末・勤勉手当　　　　　　　 （平成27年6月1日現在）

区　分 期末手当 勤勉手当
  6月期 1.225月分 0.75月分
12月期 1.375月分 0.75月分

役職による加算措置5～15％

③諸手当
区　　分 項　　　　　　　　　　　目

扶 養 手 当 配偶者、子ども等を扶養している場合に支給。配偶者14,000円、他7,000円～17,500円
住 居 手 当 借家（最高27,000円）、持家（月額2,500円）の区分で支給。
通 勤 手 当 2㎞以上の通勤距離に応じて支給。2,100円～23,140円
管 理 職 手 当 管理職に対して支給。給料月額の5％～7％
時 間 外 手 当 正規の勤務時間を超えて勤務を命じた場合に支給。
特殊勤務手当 税務職員、ケースワーカー、消防職員、医師職員

(8) 特別職の報酬などの状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成27年7月1日）
種　　類 区　　分 給料月額等 減額後給料月額 期末手当

給　　料
市　長 814,000円 569,800円

   6月期　1.475月分
12月期　1.625月分

加算措置15％

副市長 653,000円 568,110円
教育長 585,000円 526,500円

報　　酬
議　長 402,000円 　　　－円
副議長 362,000円 　　　－円
議　員 340,000円 　　　－円

※　平成29年3月31日までの間は、給料月額を市長30％、副市長13％、教育長10％減額措置を実施しています。

３．職員の勤務時間および休暇等の状況
(1)勤務時間の状況

1週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間 週休日
38.75時間 午前8時30分 午後5時 午後0時15分～午後1時 土曜日・日曜日

(2)休暇等の状況
種　　類 概　　　　　　　　　　　要 取得状況

年次有給休暇 暦年により20日付与。20日を超えない範囲内の残日数を翌年に限り繰り越すことが
できる。 7.4 ／年

介 護 休 暇 介護を最低2週間以上必要とし、同一の継続する状態ごとに連続する6月の期間内（無
給休暇）     　0 人

育 児 休 業 子が 3 歳に達する日までの期間（無給休暇） 女性１人
※１　取得状況は、平成26年1月1日～平成26年12月31日の暦年での取得状況です。
※２　上記の休暇以外に公務災害休暇、病気休暇及び特別休暇等があります。
※３　育児休業は、平成26年度中に新たに育児休業を取得した人数です。

４．職員の分限および懲戒処分の状況（平成26年度）
分　限　処　分　（人） 懲　戒　処　分　（人）

免職 降任 降給 休職 計 免職 停職 減給 戒告 計
0 0 0 2 2 0 0 0 0 0

②退職手当　　　　　　　　 　      （平成27年4月1日現在）
勤続年数 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 20.445月分 27.405月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分
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５．職員の服務の状況
　全ての職員は、「全体の奉仕者」として公共の利益のために勤務し、職務遂行にあたっては全力で奉仕しなければなりま
せん。この服務の基本原則を忠実に実行するため、地方公務員法の規定により、次の義務が課せられています。
　○法令等及び上司の命令に従う義務　○信用失墜行為の禁止　○秘密を守る義務　○職務に専念する義務　○政治的行
為の制限　○争議行為等の禁止　○営利企業等の従事制限

６．職員の研修の状況（平成26年度）
研修名 内　　　　　　　　　　　容

職　場　研　修
竹田セミナー（政策研修、7.12 豪雨災害特別講演、建設工事技術職員研修会、ハラスメント防止研修、
財務事務研修、メンタルヘルスセミナー、人事評価研修、認知症サポーター養成講座ほか）、人権教
育研修ほか

基本・職務研修
課長・課長補佐・係長・中堅職員・新採用研修、契約事務（基本・工事請負）研修、財務実務研修、
公金徴収（私債権等）事務研修、複式簿記と公会計基礎研修、税務関係各種研修、条例等立案改廃研修、
リスクマネジメント研修、指導者養成講座ほか

派　遣　研　修 債権管理・回収セミナー、新地方公会計セミナー、全国地域づくり人材塾、ソーシャルビジネスの
推進と自治体の役割、市町村税徴収事務、公共施設の有効活用

体　験　研　修 虹色サマースクールボランティア研修、中九州横断道路視察研修

７．その他
(1)公平委員会業務の状況（平成26年度）
①勤務条件に関する措置の要求の状況　　　　　　　　②不利益処分に関する不服申立ての状況

措置要求件数
終結件数

０ －

不服申立て件数
終結件数

０ －

福利厚生事業の状況の概要〈平成26年度〉
　竹田市では､ 地方公務員法第42条の厚生福利制度に基づき､ 職員の福利厚生事業を実施しています。人事行政運営等の
状況の公表の一環として福利厚生事業の実施状況等の概要をお知らせします。
　《参考》　地方公共団体は、職員の保健、元気回復その他厚生に関する事項について計画を樹立し、これを実施しなけれ
　　　　　ばならない。〔地方公務員法第42条〕

１．職員互助会の運営状況（平成26年度）
団　体　名 会員数 市補助金 公費率 主　な　事　業

竹田市職員共済会 392人 3,997千円 32.6％ 給付事業、文化厚生事業、普及事業
※公費率＝公費／（公費＋会員掛金）

２．健康管理事業の状況（平成26年度）
項　　目 内　　　　　　　容

定期健康診断 基本検査（392人）

各種がん検診 前立腺がん（118人・50歳以上男）
乳がん（86人・女）

そ 　 の 　 他 脳疾患検査（64人・45歳 50歳 55歳 58歳）
ＨＣＶ抗体検査（88人・20歳以上5歳刻み）
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３．公務災害補償の状況（平成26年度）
加入団体 認定件数 災害の内容

地 方 公 務 員 災 害
補償基金大分県支部 3 件 公務上の負傷

●お問い合せ
　竹田市総務課職員係　☎ 63-1111（内線 216・217）
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監査公表

　
地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
27
年
６
月
か
ら
平
成
27

年
８
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長

部
局
、
教
育
委
員
会
及
び
水
道
課
の
監

査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
共
通
事
項

　

財
務
事
務
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
精

査
を
し
、
監
査
当
日
は
証
書
類
及
び
そ

の
他
関
係
書
類
等
の
審
査
を
行
い
、
処

理
に
つ
い
て
修
正
が
必
要
な
箇
所
は
改

善
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

■
水
道
課

　

上
水
道
と
簡
易
水
道
事
業
の
平
成
28

年
度
末
統
合
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
明
確

と
な
っ
た
。
施
設
の
老
朽
化
や
有
収
率

の
向
上
、
料
金
体
系
の
改
正
等
が
課
題

と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
一
層
の
取
り

組
み
を
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
の
懸
案
の
滞

納
に
つ
い
て
、
支
所
と
連
携
し
て
徴
収

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
白
丹
保
育
所

　

園
児
数
の
減
少
が
進
む
中
、
保
育
所

の
保
育
理
念
「
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
し
、保
護
者
か
ら
も
信
頼
さ
れ
、

地
域
に
愛
さ
れ
る
保
育
所
を
目
指
す
」

に
沿
っ
て
、
一
層
の
努
力
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
緊
急
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く

行
動
を
常
に
念
頭
に
お
い
て
、
的
確
な

対
応
を
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
荻
保
育
所

　

園
児
数
が
１
０
０
人
を
超
え
る
大
規

模
保
育
所
に
つ
き
、
一
層
職
員
間
の
連

携
を
図
り
、
保
護
者
・
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
保
育
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

よ
う
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
有
事
の
対
策
を
常
に
念
頭
に

お
い
て
、
的
確
な
行
動
を
要
望
す
る
。

  

久
住
支
所                    

■
い
き
い
き
市
民
課

　

窓
口
対
応
の
一
層
の
向
上
と
住
民
と

連
携
し
て
地
域
活
力
を
引
き
出
す
取
り

組
み
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す

る
。

■
産
業
建
設
課

　

経
営
所
得
安
定
対
策
や
中
山
間
地

域
等
直
接
払
制
度
等
の
事
業
を
推
進
し

て
、
久
住
地
域
の
農
業
振
興
を
図
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

　

併
せ
て
、
久
住
地
域
中
心
部
街
づ
く

り
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
活
性
と
賑

わ
い
が
創
出
さ
れ
る
計
画
を
策
定
さ
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
料
金
の
滞
納
金
に

つ
い
て
、
徴
収
の
向
上
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

  

直
入
支
所

■
い
き
い
き
市
民
課

　

窓
口
対
応
を
一
層
向
上
さ
せ
る
と
と

も
に
、
直
入
地
域
の
豊
富
な
資
源
を
活

用
し
て
さ
ら
に
地
域
振
興
を
図
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
昨
年
度
改
修
工
事
を
行
っ
た

直
入
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
活
性
す
る
事
業
の
取

り
組
み
を
要
望
す
る
。

■
産
業
建
設
課

　

農
業
、
商
工
、
観
光
事
業
の
振
興
を

地
域
や
組
織
と
連
携
し
て
推
進
さ
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

　

簡
易
水
道
料
金
の
滞
納
と
緑
資
源

機
構
事
業
の
償
還
金
の
未
収
金
に
つ
い

て
、
徴
収
の
向
上
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

  
荻
支
所

■
い
き
い
き
市
民
課

　

荻
支
所
が
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
に
移

転
し
た
こ
と
に
よ
り
、
行
政
・
福
祉
・

健
康
づ
く
り
等
を
推
進
す
る
う
え
で
連

携
す
る
環
境
が
更
に
整
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
住
民
と
と
も
に
一
層
の
取
り
組
み

を
要
望
す
る
。

■
産
業
建
設
課

　

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
等
の
各

種
制
度
・
補
助
事
業
を
有
効
活
用
し
な

が
ら
集
落
営
農
や
担
い
手
の
育
成
に
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
の
懸
案
の
滞
納
に

つ
い
て
、
水
道
課
と
連
携
し
て
徴
収
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

  

教
育
委
員
会

■
各
校
共
通

　

施
設
及
び
通
学
路
等
へ
の
安
全
確
認

に
引
き
続
き
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

　

い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
ど
ん
な
些
細

な
こ
と
で
も
注
視
し
な
が
ら
大
事
に
至

ら
ぬ
よ
う
早
期
の
対
応
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
要
望
す
る
。

■
菅
生
小
学
校

　

学
校
教
育
目
標
の
「
自
ら
学
び　

心
豊
か
で　

た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育

成
」
の
も
と
、
小
規
模
の
利
点
を
活
か

し
た
き
め
細
か
な
指
導
と
地
域
と
の
連

携
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
す
る
。

■
豊
岡
小
学
校

　
「
と
よ
お
か
」
を
頭
文
字
に
し
て
、

め
ざ
す
子
ど
も
像
・
め
ざ
す
学
校
像
・

め
ざ
す
教
職
員
像
が
わ
か
り
や
す
く
表

現
さ
れ
て
い
る
。
児
童
、
保
護
者
、
教

職
員
、
地
域
が
連
携
し
て
目
標
の
実
現

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
荻
小
学
校

　

学
校
教
育
の
重
点
目
標
を
「
自
ら
考

え
、
主
体
的
に
表
現
、
行
動
で
き
る
子

ど
も
」
と
し
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み

が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
家
庭
、地
域
、

関
係
機
関
と
さ
ら
に
連
携
し
て
取
り
組

ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
都
野
小
学
校

　

重
点
目
標
を
「
か
ん
が
え
て
→
や
っ

て
み
て
→
ふ
り
か
え
る
→
」
に
向
っ
て
、

学
校
・
保
護
者
・
地
域
の
協
働
体
制
を

確
立
し
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

■
緑
ヶ
丘
中
学
校

　

学
校
教
育
目
標
の
“「
生
き
る
力
」

に
つ
な
が
る
学
力
を
持
ち
、
心
豊
か
で
、

逞
し
い
生
徒
の
育
成
”
を
も
と
に
、
具

体
的
目
標
、
重
点
的
取
り
組
み
が
明
確

に
さ
れ
て
い
る
。
生
徒
、
保
護
者
、
地

域
と
連
携
し
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
都
野
中
学
校

　

重
点
目
標
を
「
１
．
学
力
の
確
実
な

定
着
と
向
上
（
知
）
２
．
社
会
的
問
題

解
決
力
の
育
成
（
徳
）
３
．
体
力
・
運

動
能
力
の
育
成
（
体
）」
の
達
成
に
向

け
て
、
教
職
員
、
生
徒
、
家
庭
、
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
支
援
セ
ン
タ
ー

　

連
携
校
及
び
教
育
委
員
会
並
び
に

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
学
校
教
育

の
推
進
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
情
報
の
共
有
と
個
人
情
報
の
管
理

に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

監
査
公
表

竹
田
市
監
査
委
員

佐
伯
次
人

森
　

哲
秀
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まちの話題
T O W N  T O P I C S

　

８
月
20
日
、
本
市
と
大
分
県
信

用
組
合
の
「
地
方
創
生
・
包
括
連
携

協
定
書
」
の
調
印
式
が
市
本
庁
舎
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

調
印
式
に
は
、
大
分
県
信
用
組
合

及
び
市
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
首
藤
勝
次
市
長
と
吉
野

一
彦
理
事
長
が
協
定
書
に
署
名
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
で
、
地
方
創
生
の
実

現
に
向
け
て
「
活
力
あ
る
竹
田
市
」

を
築
く
た
め
、
連
携
し
な
が
ら
実
践

し
て
い
き
ま
す
。

　

協
定
に
基
づ
き
、
竹
田
市
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
に
居
住

さ
れ
る
方
を
対
象
と
し
た
、【
農
村

　
９
月
２
日
、
現
在
設
計
中
の
新
し

い
文
化
会
館
を
将
来
「
楽
し
く
使
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
」と
、竹
田
市
教

育
委
員
会
は
文
化
会
館
周
辺
エ
リ
ア

の
小
中
学
校
等
を
対
象
に
し
た
「
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

南
部
小
学
校
で
は
６
年
生
児
童
が

参
加
。
は
じ
め
に
設
計
者
の
「
有
限

回
帰
応
援
ロ
ー
ン
】（
竹
田
市
空
き

家
バ
ン
ク
の
物
件
購
入
者
が
対
象
／

最
初
の
１
年
間
０・５
％
の
固
定
金

利
／
購
入
資
金
１
０
０
万
円
以
上

１
千
万
以
下
を
融
資
／
リ
フ
ォ
ー
ム

資
金
10
万
円
以
上
５
０
０
万
円
以
下

融
資
）。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
物
件
に
利
用
で

き
る
「
ふ
る
さ
と
元
気
ロ
ー
ン
」
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

首
藤
市
長
は
「
移
住
者
の
身
近
な

応
援
団
と
し
て
、
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
」、
吉
野
理
事
長
は
「
竹
田

市
の
発
展
の
た
め
に
、
地
域
の
皆
様

と
と
も
に
努
力
し
た
い
」
と
挨
拶
を

述
べ
ま
し
た
。

大分県信用組合と「地方創
生・包括連携協定」を締結

会
社
香
山
壽
夫
建
築
研
究
所
」
が

他
市
の
文
化
ホ
ー
ル
等
の
事
例
や
新

竹
田
市
文
化
会
館
の
構
造
を
説
明
。

続
い
て
、
児
童
代
表
者
が
「
施
設
に

欲
し
い
設
備
」
の
要
望
や
「
こ
う
い

う
使
い
方
を
し
た
い
」
等
の
提
案
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
水
害
対
策
は
？
」「
完
成
は

い
つ
で
す
か
？
」等
の
質
問
も
寄
せ

ら
れ
、未
来
に
夢
を
つ
む
ぐ
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

第1回竹田市長期総合教育計画審議会
　８月 25 日、第１回竹田市長期総合教
育計画審議会が本庁２階庁議室で開催さ
れました。
　学識経験者、教育機関の長、教育関係
団体役員や市議会議員のみなさんを含む
15 人が委員として委嘱され、会長に工藤
雅生、副会長に倉原準一の両氏が選出さ
れました。
　甲斐教育総務課長から本審議会の趣旨
説明があった後、吉野教育長から工藤会
長に諮問文書が手渡され、今後４年間の
教育行政に関する様々な課題についての
審議をお願いしました。
　さらに、小・中学校の今後の配置と幼
稚園の今後のあり
方については、そ
れぞれ部会を設置
し、調査、審議する
ことになりました。

工藤会長（写真左）と
倉原副会長（写真右）→

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
！

　新
文
化
会
館
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
開
催

↑新文化会館の模型を見ながら、話し合う 
　児童のみなさん

↑握手を交わす、首藤市長と吉野一彦大分県信用組合理事長

OBSアナウンサーが再建を支援

　

９
月
４
日
、
Ｏ
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
の
海
原
み
ど
り
さ
ん
と
村
津
孝
仁

さ
ん
が
市
本
庁
舎
を
訪
れ
、
竹
田
市

文
化
会
館
再
建
の
た
め
の
募
金
を

呼
び
か
け
る
イ
ベ
ン
ト
「
ト
ワ
イ
ラ

イ
ト
朗
読
会
」
で
集
ま
っ
た
義
援
金

３
万
６
千
円
を
野
田
副
市
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。
海
原
さ
ん
は
「
今
後
も

定
期
的
に
続
け
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
を
述
べ
ま
し
た
。

↑構造等を説明する香山建築研究所のみな 
　さん



2015年10 月発行15

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

東
京
農
大
生
が
竹
田
で

「
農
業
実
地
研
修
」を
修
了
！

　

東
京
農
業
大
学
の
「
２
０
１
５
年

度
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
実
地
研
修
」
が

８
月
27
日
か
ら
９
月
４
日
の
９
日

間
、
竹
田
市
内
の
農
業
施
設
及
び
農

家
で
行
わ
れ
、
学
生
８
名
が
現
場
で

農
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
、
農
泊
で
お
世
話
に
な
っ

た「
き
ち
ょ
く
れ
竹
田
会
」の
み
な
さ

ん
と
市
本
庁
舎
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

農
大
生
の
み
な
さ
ん
は
９
日
間
を

振
り
返
り
、「
農
業
だ
け
で
は
な
く

経
営
、
経
済
等
の
勉
強
の
必
要
性
を

感
じ
た
」「
少
子
・
高
齢
化
問
題
等
、

現
場
だ
か
ら
こ
そ
見
え
る
農
業
の
大

変
さ
は
勉
強
に
な
っ
た
」
等
の
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
首
藤
市
長
は
「
竹
田
の
経

験
を
生
か
し
、
今
後
の
ご
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
エ
ー
ル
を
お
く

り
ま
し
た
。

三
重
総
合
高
校
久
住
校
４
名
が

農
業
鑑
定
競
技
全
国
大
会
に
出
場
！

　

第
66
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全

国
大
会
（
群
馬
大
会
）「
農
業
鑑
定

競
技
会
」（
農
業
、畜
産
ほ
か
９
部
門
）

が
10
月
21
日
、
群
馬
県
立
勢
多
農
林

高
校
（
群
馬
県
前
橋
市
）
に
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

県
大
会
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
農
業

の
部
に
木き

む
ら
た
か
し

村
隆
さ
ん
（
３
年
）
と
板い

た

井い

み

か
美
香
さ
ん
（
３
年
）、
畜
産
の
部

に
甲か

い斐
翔し

ょ
う
の之

さ
ん
（
３
年
）
と
大お

お
く
ら倉

利と
し

樹き

さ
ん
（
２
年
）
の
４
名
が
見
事

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
木
村
さ
ん
は「
最

優
秀
賞
を
獲
れ
る
よ
う
に
精
い
っ
ぱ

い
頑
張
り
ま
す
！
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
大
舞
台
で

す
ば
ら
し
い
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
！

↑研修に訪れた東京農大生のみなさん

　

後
藤
公
夫
さ
ん
（
拝
田
原
・
81
歳
）

と
佐
藤
典
子
さ
ん
（
拝
田
原
・
48
歳
）

親
子
は
県
予
選
を
突
破
し
、
今
月
23 

日
か
ら
25
日
ま
で
の
３
日
間
、
山
口

県
周
南
市
で
開
催
さ
れ
る
日
本
卓
球

協
会
主
催
「
全
日
本
卓
球
選
手
権
大

会
」
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部
男
子
ロ
ー
エ
イ

テ
ィ（
80
歳
以
上
）、
女
子
フ
ォ
ー
テ
ィ

（
40
歳
以
上
）
の
各
部
に
出
場
し
ま

す
。

　

共
に
卓
球
歴
35
年
以
上
で
、
今
で

は
生
活
の
一
部
。
公
夫
さ
ん
は「
い
い

結
果
を
残
し
た
い
」、佐
藤
さ
ん
は「
今

年
こ
そ
予
選
リ
ー
グ
突
破
で
す
！
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
！

↑湖面を滑るウェイクボーダーの美技！

「長湯ダム湖」でジャパンツアー初開催！
　長湯ダム湖に今年７月にオープンした、
竹田市ウェイクケーブルパークで９月 13
日、「ウェイクパークジャパンツアー」が
初めて開催されました。
　快晴のもと、競技はビギナー、キッズ、ジュ
ニア、ミドル、オープンの５種目で行われ、
選手たちは波しぶきを上げながら、素晴ら
しいパフォーマンスを繰り広げていました。

見
﨑
さ
ん
の「
ゆ
り
号
」が
グ
ラ
チ
ャ
ン
！

「
竹
田
市
畜
産
共
進
会
」
が
開
催

　

９
月
４
日
、「
平
成
27
年
度
第
９

回
竹
田
市
畜
産
共
進
会
」
が
久
住
家

畜
総
合
審
査
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
内
の
畜
産
農
家
が
肉
用
牛
53
頭
を

出
品
。
審
査
の
結
果
、
見
﨑
博
憲
さ

ん
（
久
住
）
の
「
ゆ
り
号
」
が
見
事
、

肉
用
牛
の
部
・
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　

主
な
結
果
（
各
区
の
首
席
）
は
次

の
と
お
り
。

　
【
肉
用
牛
】
１
区
・
見
﨑
俊
幸
（
久

住
）「
く
る
み
号
」
／
２
区
・
舩
越

睦
美
（
竹
田
）「
や
す
ひ
め
号
」
／

３
区・見
﨑
博
憲
（
久
住
）「
ゆ
り
号
」

／
４
区
・
馬
場
勝
信
（
直
入
）「
す

ざ
ん
ぬ
２
号
」（
敬
称
略
）

※
上
位
入
賞
牛
（
第
６
区
出
品
者
、

後
継
者
の
部
〔
久
住
校
〕
を
含
む
）

16
頭
は
、
10
月
に
開
催
さ
れ
る
大
分

県
畜
産
共
進
会
へ
竹
田
市
代
表
と
し

て
出
品
さ
れ
ま
す
。

↑〔肉用牛の部〕グランドチャンピオンに輝いた見﨑博
憲さん（久住）の「ゆり号」

↑活躍を誓う木村さん、板井さん、大倉さん

↑
闘
志
を
燃
や
す
父
・
公
夫
さ
ん
と
娘
・
典
子
さ
ん

親
子
そ
ろ
っ
て「
全
日
本

　 

卓
球
選
手
権
」に
出
場
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10月竹 田 市 の　 こ よ み

木　　　　            SUN 金　　　               MON 土　　　                 TUE

1
・【歴史資料館】「竹歴コレクション
展　屏風の世界」～ 10 ／ 12 ㈪
・【水琴館】「竹田豊後南画愛好会・
豊後南画名品展」〜 10 ／４㈰
・竹田温泉「花水月」休館日
・玉来地区よっちはなそう会　
18:00 ～（玉来分館）

2
・よりそいカフェ竹田 13：30-15：30

（古町商栄会） 
・第 11 回竹田市交通安全市民大会 
14：00 ～（久住公民館くじゅうサン
ホール）

3
・第 8 回奥豊後の踊りを楽しむ夕べ
〜竹田市合併 10 周年記念・岡城大会〜
14：30 ～（岡城西の丸跡）

・【サタデーガイド】岡城・城下町楽
しみ隊（ボランティアガイドが無料
で案内）10:00 ～／ 13:30 ～　問岡
城・城下町楽しみ隊☎ 080-5252-
3191

8
・竹田温泉「花水月」休館日
・よりそいカフェ久住 13：00-15：00

（くらサポりんどう）

9
・よりそいカフェ直入 13：00-15：00

（くらサポゆのはな）

10
・第 25 回自治会対抗ミニバレーボー
ル大会 9：00 ～（久住総合運動公園体
育館）
・ドイツスピーチコンテスト本選
13：30-15：00（熊本市国際交流会館）
・【サタデーガイド】岡城・城下町楽し
み隊（ボランティアガイドが無料で案内）
10:00 ～／ 13:30 ～　問岡城・城下町
楽しみ隊☎ 080-5252-3191 

15
・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県行政書士会豊肥支部主催「無
料相談会」10：00-15：00（竹田市高齢
者いきいき交流センター）問 大分県行
政書士会豊肥支部　☎ 0974-63-3280
・こころの健康相談
13：30-15：30（荻福祉健康エリア）※
要予約（☎ 63-3346）
・おはなしルーム 14：00-14：30（南部
幼稚園）

16
・よりそいカフェ竹田 13：30-15：30

（古町商栄会）
・第 69 回瀧廉太郎記念全日本高等
学校声楽コンクール〔開会式〕18：
30-19：00（久住公民館くじゅうサン
ホール）

17
・【歴史資料館】竹 田 市合 併 10 周年 記
念 展・田 能 村竹 田 没 後 180 年 記 念 展

『誕 生！田能村竹田 ―岡藩士行蔵と文
人竹田―』～ 11 ／ 15 ㈰
・第 69 回瀧廉太郎記念全日本高等学校
声楽コンクール〔予選〕13：00-17：00（久
住公民館くじゅうサンホール）
・薬と健康の週間〔薬の 110 番・☎ 097-
544-9512（薬の電話相談）〕～23 日まで
・【サタデーガイド】岡城・城下町楽しみ隊

（ボランティアガイドが無料で案内）10:00
～／ 13:30 ～問岡城・城下町楽しみ隊☎
080-5252-3191

22
・竹田温泉「花水月」休館日
・「まるごと博物館」ゆかりの地を訪ね
る旅〔直入町篇〕桑畑万象の湯駐車場 9：
00 集合※２

・ よりそいカフェ久住 13：00-15：00（く
らサポりんどう）

・５歳児健康診査 13：00-13：20 受付（竹
田市総合社会福祉センター）※ 15：30
終了予定

・こころの健康相談 13：30-15：30（久
住 保 健 セ ン タ ー） ※ 要 予 約（ ☎ 63-
3346）

23
・第 18 回直入愛育まつり
受付 8：00 ～（直入中央グラウンド・
直入公民館）
・よりそいカフェ直入 13：00-15：00

（くらサポゆのはな）
・Ｓ状 結 腸 内 視 鏡 検 査 事 前 説 明
会【 竹 田 会 場】10:00 ～（ 総合社
会 福 祉センター） ／【 久住 会場】
13:30 ～（久住公民館）

24
・第 76 回大分県畜産共進会

【肉用牛の部】8：45 開催（別府公園文
化ゾーン）
・平成 27 年度大分県防災士養成研修
9：00-17：50（市本庁舎３階会議室 ）
・【サタデーガイド】岡城・城下町楽し
み隊（ボランティアガイドが無料で案内）
10:00 ～／ 13:30 ～問岡城・城下町楽
しみ隊☎ 080-5252-3191

29
・竹田温泉「花水月」休館日

30 31
・第 34 回大分矯正展
9：00-16：00（大分刑務所・大分
市畑中）問大分刑務所☎ 097-546-
3153 ～ 11 ／ 1 ㈰ 9：00-15：00 まで
・【サタデーガイド】岡城・城下町楽
しみ隊（ボランティアガイドが無料
で案内）10:00 ～／ 13:30 ～問岡城・
城下町楽しみ隊☎ 080-5252-3191

2015年（平成27年）

27 年 度 直 入 公 民 館 講 座
「編物教室」受講生を募集

レッスン日　10/31、11/14・28、
12/12、1/16（全 5 回・全土曜日）
時　間　13：00 ～ 15：00
場　所　直入公民館
講　師　野田幸子 先生
定　員　５～８人。初心者はテ
ーマ（作品）を決めて、熟練者
は別途（先着順）
費　用　１人当たり材料費（初心
者は約 1,200 円）※熟練者は持込
可。資料代 500 円、諸経費 1,000 円。
●お問い合せ
直入公民館　☎ 75-2240

 今月の人権学習学級
「女性の人権」を即興劇で

学ぶ
学級生以外の方も自由に受講
できますので、お気軽にご参
加ください。
日　時　10 月 21 日㈬ 15：00 ～
会　場　竹田市本庁舎 3 階会議室
内　容　人権学習学級
テーマ　「女性の人権」
講　師　プレイバックシアター
Once のみなさん
●お問い合せ
竹田市生涯学習課　☎ 63-4817
※受講を希望される方は事前に
ご連絡ください。

10 月 18 日 ㈰ は 日 曜 日 に
乳がん検査を受けられる
日です
多忙な平日をお過ごしの女性
の 皆 様 の た め に、 日 本 乳 が ん
ピ ン ク リ ボ ン 運 動（NPO 法 人
J.POSH） が、 毎 年 10 月 の 第 3
日曜日に全国どこでもマンモグ
ラフィー検査が受診できる環境
づくりを推奨しており、ジャパ
ンマンモグラフィーサンデー

（J.M.S）と銘打っています。
この機会にぜひ受診されること
をおすすめいたします。
検査日　10 月 18 日㈰
　　　　10：00 ～ 12：00
内　容　マンモグラフィー（２
方向）、視触診、乳房超音波検
査※超音波検査のみ女性技師対
応
料　金　マンモ 4,428 円（税込）
※無料クーポン対応あり 
超音波 4,428 円（税込）
予約先　社会医療法人社団大久
保病院健診部　☎ 0974-64-7777
※要予約
両検査とも先着 10 名程度
竹田市賛同医療機関・社会医療
法人社団　大久保病院

※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100

日　時　11 月 10 日㈫ 9：30-11：30
場　所　竹田市総合運動公園陸上競技場
　　　　（雨天時は玉来分館体育館）
講　師　福岡大学スポーツ科学部教授
　　　　田

た な か
中宏

ひろあき
暁 氏

　　　　走る医学博士！「ためしてガッテ
　　　　ン」「きょうの健康」「あさイチ」
　　　　など、多くのテレビ番組に、健康
　　　　運動に関する伝道師として出演。

参加費　400 円（保険料込み）
申込締切　10 月 30 日㈮
※連続講座「ニューエルダー元気塾」は６回
コース 2,000 円。※連続講座 10 月～ 12 月に
開催。自分のカラダを見つめなおし、心地よ
いお手入れの方法を身に付けましょう！
●お申込み・お問い合せ　
竹田市レクリエーション協会
☎兼 FAX 62-4861（事務局　後藤）

ニューエルダー「元気塾」
市民公開講座『スロージョギングの極意』

はじめてでもＯＫ
動きやすい服装でご参加ください
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4
・第 45 回久住高原まつり・第 14
回久住高原牛肉まつり 10:00-15:00

（南登山口特設会場）

5
・荻の里温泉休館日
・平成 27 年度第 10 回竹田市農業
委員会総会 13：30 ～（竹田市本庁
舎３階委員会室）

6
・【水琴館】「二九志乃会作品展」～
10 ／ 18 ㈰
・おはなしのへや 10：30-11：00（竹
田市立図書館えほんのへや）
・こころの健康相談 13：30-15：30（直
入支所）※要予約　☎ 63-3346
・入田地区よっちはなそう会
18:30 ～（入田分館）

7
・陽目の里「名水茶屋」休業日

11
・ 第 58 回荻地域体育祭 9：00 ～（荻
小グラウンド）

・ 子牛市場開催日9：30 セリ開始 （豊
後豊肥家畜市場）
・南山荘ふれあい秋祭り 2015
13：00 ～（老人ホーム南山荘）

12　　　　　体育の日
・郷土の植物に親しみ植物を観察
する会〔秋の阿蘇北外輪山の観察〕
文化会館前 8：00 集合※２
・第 13 回久住地域さわやかスポー
ツ大会 9：00 ～（久住総合運動公園、
屋内ゲートボール場）

13
・おはなしのへや 10：30-11：00（竹
田市立図書館えほんのへや）
・よりそいカフェ荻 13：00-15：00（く
らサポしらみず）

14
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・４・10 か月児健康診査〔４か月〕13：
15-13：30 受 付〔10 か月 〕13：30-13：
45 受付（竹田市総合社会福祉センター）
※ 15：30 終了予定
・ブックスタート 14：00 ～（竹田市総
合社会福祉センター）
・第 20 回ふるさと再発見ツアー（柳
川市を訪ねて）花水月 7：20 集合問竹
田市観光ボランティア委員会　☎ 63-
2638

18
・第 39 回直入地域ふるさと振興祭
9：00 － 15：00（直入支所前）
・第 69 回瀧廉太郎記念全日本高等学
校声楽コンクール〔本選〕11：00-15：
00（久住公民館くじゅうサンホール）
・ 第 17 回 臓 器 移 植 推 進 国 民 大 会 
13:30-16:30（iichiko 音の泉ホール・大
分市）問大分県健康対策課　☎ 097-
506-2674

19
・荻の里温泉休館日
・成牛市場開催日 9：30 セリ開始 （豊
後豊肥家畜市場）

20
・【水琴館】「竹田市美展」～11／1㈰
・おはなしのへや 10：30-11：00（竹
田市立図書館えほんのへや）

21
・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・年金相談 [ 完全予約制 ] 10：00-15：00

（竹田市高齢者いきいき交流センター）
・１歳６か月児健康診査
13：00-13：20 受付（竹田市総合社会福
祉センター）※ 15：30 終了予定
・大分県行政書士会無料相談会
13：00-16：00（ 大分県行政 書士 会〔 大
分市〕）問事務局（☎ 097-537-7089）
・第６回人権学習学級
15：00-17：00（市本庁舎３階会議室）

25
・【地区巡回健診】8：00-10：00（竹
田市総合社会福祉センター ）
・平成 27 年度大分県防災士防災士
資格試験 16：50-17：50（竹田市本
庁舎３階会議室 ）
・玉来地区福祉健康の集い
8:45-13:00（玉来体育館）

26 27
・おはなしのへや 10：30-11：00（竹
田市立図書館えほんのへや）
・よりそいカフェ荻 13：00-15：00

（くらサポしらみず）
・こころの健康相談 13：30-15：30 

（竹田市総合社会福祉センター）※
要予約（☎ 63-3346）

28
・陽目の里「名水茶屋」休業日

行政なんでも相談所の開設一覧 
地域 相談日 時　　間 開　催　場　所
竹田 10月22日㈭ 10：00 ～ 12：00 高齢者いきいき交流センター

荻 10月21日㈬ 10：00 ～ 12：00 荻公民館　幼児室
久住 10月21日㈬ 10：00 ～ 12：00 久住公民館　健康相談室
直入 10月21日㈬ 10：00 ～ 12：00 直入支所　小会議室 

※行政相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで〝困ったら一人で悩まず行政相談！”
　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

 

月
間・そ
の
他

○緑の募金　9/1㈫～10/31㈯
○土地月間
○麻薬・覚せい剤乱用防止運動
○共同募金運動　10/1㈭～翌年3/31㈭
○統計調査票提出促進月間　10/1㈭～12/26㈯
○法の日・「法の日」週間　10/1㈭～7㈬
○公証週間　10/1㈭～7㈬
○古紙リサイクル週間　10/4㈰～10㈯
○土地の日　10/1㈭
○国際協力の日　10/6㈫
○大分県「薬と健康の週間」　10/17㈯～23㈮

■ 2015年11月上旬の主な予定
11月2日㈪　・【納期限】市県民税３期・国民健康保険税７期、介護保険料・後期高齢者医療保険料４期
11月3日㈫	　・第10回トマト天国inおぎ・第36回荻ふるさと祭り／荻愛育班20周年記念・ジャンボかぼち
ゃ大会　9：00-16：00 （荻福祉健康エリア）／画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭表彰式　10：00～
／平成27年度竹田市功労者表彰式　13：00-15：00
11月7日㈯	　第1回ウェイクケーブル 全日本選手権大会　10：00～（竹田市ウェイクケーブルパーク施設）～8日㈰まで
11月7日㈯	　第48回荻地域女子バレーボール大会　12:30～（緑ヶ丘中学体育館・荻小学校体育館）
11月8日㈰	　第43回荻地域男子バレーボール大会　9:00～（緑ヶ丘中学体育館・荻小学校体育館・荻公民館）
11月10日㈫　・市民公開講座「スロージョギング」　9：30-11：30（竹田市総合運動公園陸上競技場

巡回合同行政相談所の開設のお知らせ
～その困りごと、相談してみませんか！～
総務省の「行政相談週間（10 月 19 日～ 25 日）」の行
事の一環として、総務大臣から委嘱を受けた竹田市担
当の行政相談委員４人が合同で相談所を開催し、生
活の中で困っていることや気になることについてご相
談をお受けします。【秘密厳守・相談無料・予約不要】
日　時　10 月 22 日㈭ 10：00 ～ 12：00　　　　
場　所　竹田市高齢者いきいき交流センター
問総務省大分行政評価事務所 行政相談課 ☎ 0570-090110

農業委員会事務局からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が土日の場合は
直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

日　　　　            SUN 月　　　               MON 火　　　                 TUE 水　　　               WED
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11月1日は「おおいた教育の日」です
平成 27 年度「おおいた教育の日」普及期間（10/1 ～ 11/30）関連行事（主なもののみ）

○日程等の変更がある場合があります。詳細は各行事の主催者までお問い合わせください。
竹田市教育推進連絡協議会（事務局　竹田市教育委員会学校教育課）　☎ 0974-63-4833

行　事　名 行事の概要 開催日程 会　　場 主催機関名 ＵＲＬ又は連絡先

人権講演会（日曜学級）人権についての講演会を開催します。 10月25日 竹田小学校体育館 PTA 研修部 0974-63-1062 
a56010@oen.ed.jp

学校公開日 通常の授業を公開します。 11月16日 竹田小学校 竹田小学校 同上
親子人権講演会 つだ　つよしさんの講演会「きらきら輝く夢を…」 10月18日 豊岡小学校 豊岡小学校・PTA 0974-63-1063
ふれあいレク 家族ふれあいのためのレクリエーション 10月18日 豊岡小学校 豊岡小学校・PTA 0974-63-1063
竹田人権教育研究大会 人権教育に係る授業提案及び研究発表 10月20日 南部小学校 南部小学校 0974-63-1064
ふれあいフェスタ ふれあい授業公開、ふれあいバザー 10月25日 南部小学校 南部小学校 0974-63-1064
友情のホタル答礼訪問 別府重度障害者センターから来校、ふれあいレク 11月12日 南部小学校 南部小学校 0974-63-1064
第24回入田地区合同文
化祭 地域の文化祭に児童が参加　児童の学習発表等 11月21日 祖峰小学校体育館 入田地区社会福祉協議

会
入田分館
0974-62-2955

祖父母学級 授業公開、祖父母の方々とのふれあい活動等 10月29日 菅生小学校体育館 菅生小学校 0974-65-2221

ゴミ０大作戦 地域のゴミ拾い、清掃活動 11月7日 菅生小学校運動場
菅生地区 菅生小学校 0974-65-2221

学校公開（敬老福祉・食
彩まつり）

授業公開、地域の方や保護者ともちつき、地域行事（敬
老福祉・食彩まつり）への参加 10月25日 宮城台小学校

教室・体育館
宮城台小学校
宮城地区社会福祉協議
会・宮城地区自治会等

0974-66-2053

城原っ子フェステｨバル 栽培した米・イモの収穫祭及び地域ボランティアに感謝する会 11月21日 城原小学校体育館・教室 城原小学校 0974-66-2013

授業公開・人権講演会 授業公開及び講演会を行い親子で人権について学びま
す。 11月7日 荻小学校各教室・体育館 荻小学校・荻小学校 P

TA 0974-68-2006

音楽発表会 緑ヶ丘中学校生徒と荻小学校児童の合同音楽発表会 10月29日 荻小学校体育館 緑ヶ丘中学校生徒会・
荻小学校児童会

0974-68-2006
（荻小学校）

チャレンジ大会 器械体操（鉄棒・マット運動）発表会 10月19日 白丹小学校 白丹小学校 0974-76-1151

家族オリエンテーリング 家族で地域をまわりながら、地域の文化財を見学や
ゴミ拾い活動を行います。 11月3日 白丹小学校校区 白丹小学校 PTA 0974-76-1151

公開研究会 「協調学習」２年次研究発表会を学校公開して、保護
者・地域の方へ参観を呼びかけます。 10月9日 久住小学校 久住小学校 0974-76-0019

稲刈り体験 ５年生がもち米を栽培（稲刈り、かけ稲）体験をします。 10月下旬 久住小学校の作付水田 久住小学校 0974-76-0019
筑紫久嶺をしのぶ会 ５年生が久住町内の高齢者に筑紫久嶺の偉業を説明します。11月上旬 久住公民館 久住小学校 0974-76-0019

親子で聞く人権講演会 演題「みんなを乗せて地球はまわっている」
　　　　　　　　　　講師　山本　紀子さん 11月17日 都野小学校体育館 都野小 PTA 0974-77-2003

大船っ子集会 児童・生徒による歌や合奏の発表 10月29日 都野小学校体育館 都野小・中学校 0974-77-2003（都野小）、
0974-77-2004（都野中）

ふれあい学級 授業公開、地域の方々や祖父母との交流活動 11月7日 直入小学校 直入小学校 0974-75-2250
蛍雪祭（文化祭） 演劇・展示・合唱・吹奏楽部演奏など文化的活動の発表 11月22日 竹田中学校体育館 竹田中学校 0974-63-1070

竹田市駅伝競走大会 市内全中学校参加の駅伝大会 10月27日 日本一のマラソン練習
コース 竹田市中学校体育連盟 0974-63-1070

（竹田中学校）

第63回男子第28回女子 
大分県駅伝競走大会 県内各郡市の中学校代表参加の駅伝大会

11月６日
（開会式）

11月７日
（競技）

日本一のマラソン練習
コース 竹田市中学校体育連盟 0974-63-1070

（竹田中学校）

校内文化祭 各学年による演劇、合唱、教科展示等 11月22日 竹田南部中学校体育館 竹田南部中学校 0974-63-1072
竹田人権教育研究会

（研究発表） 人権教育の研究発表 10月20日 竹田南部中学校 竹田南部中学校 0974-63-1070

文化祭 演劇・合唱の発表、絵画や教科作品の展示 11月22日 緑ヶ丘中学校体育館 緑ヶ丘中学校生徒会 緑ヶ丘中学校
0974-68-2012

校内弁論大会 各学年代表による弁論大会 11月5日 緑ヶ丘中学校体育館 緑ヶ丘中学校 緑ヶ丘中学校
0974-68-2012

校内文化祭 生徒の演劇、合唱の発表と教科展示 11月22日 くじゅうサンホール 久住中学校 0974-76-0049
校内日本語弁論大会 各学年の代表による日本語弁論 10月24日 久住中学校多目的ホール 久住中学校 0974-76-0049
都野中学校文化祭 各学年による劇や合唱の発表、教科作品の展示 11月23日 都野中学校体育館 都野中学校 0974-77-2004

「ふるさと直入」プロジ
ェクト発表会　

総合的な学習の時間　「ふるさと直入」について、縦
割り班で調べたことを発表する。 10月15日 直入中学校　各教室 竹田市立直入中学校 0974-75-2260

校内文化祭 演劇　合唱　弁論　作品展示　等 11月22日 直入中学校体育館 竹田市立直入中学校 0974-75-2260
いもほり 園児と上鹿口老人クラブの方々によるさつま芋の収穫 11月上旬 竹田市上鹿口の畑 竹田幼稚園 0974-63-1081

ふれあい収穫祭 園児と君ヶ園老人クラブの方々によるさつま芋の収
穫と交流会 11月上旬 南部幼稚園近所の畑、

南部幼稚園 南部幼稚園 0974-63-1084

直入幼稚園・なおいり保育園
ふれあい交流会（第２回目） 直入幼稚園となおいり保育園の園児の交流会 10月15日 なおいり保育園 直入幼稚園・なおいり

保育園
0974-75-2230

（直入幼稚園）

祖父母参観日 園児と祖父母の方々とのふれあい活動等 11月6日 直入幼稚園 直入幼稚園 0974-75-2230

なかよし幼稚園パートⅡ 竹田・南部・直入幼稚園３園の園児たちの交流会 11月17日 南部小学校体育館、
南部幼稚園 竹田市公立幼稚園会 0974-63-1084

（南部幼稚園）

瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭 市内の幼稚園・小学校・中学校・支援学校による演
奏発表会 11月1日 竹田中学校 竹田教育振興協議会 0974-63-1072

（竹田南部中学校）

竹田市日本語弁論大会 市内中学生による日本語の弁論大会 11月27日 竹田南部中学校 竹田教育振興協議会 0974-63-1072
（竹田南部中学校）

大運動会 運動会 10月4日 竹田南高校グランド しらゆり幼稚園 0974-63-2223
芋掘り集会 園児と地域の方との交流（サツマイモ掘りと収穫祭）11月上旬 竹田市飛田川の畑 しらゆり幼稚園 0974-63-2223
中学生体験入学 中学３年生の生徒及び保護者への学校紹介 10月3日 竹田高校 竹田高校 0974-63-3401

授業公開 日頃の授業及び研究授業 (6 限 ) を公開 10月9日、
16日 竹田高校 竹田高校 0974-63-3401

強歩大会 本校の強歩大会（１～３年生対象）を実施 11月13日 竹田高校 竹田高校 0974-63-3401
学園祭 三重総合高校久住校の学園祭　生産物の販売等 11月15日 三重総合高校久住校 三重総合高校久住校 0974-77-2200
体育大会 三重総合高校久住校の体育大会で地域、保護者の参加 10月3日 三重総合高校久住校 三重総合高校久住校 0974-77-2200

地域ふれあい作品展 授業の様子や制作した作品、絵画等の紹介 10月9～21
日 大分銀行竹田支店 竹田支援学校 0974-63-0722

第2回オープンスクール 中学生や保護者に授業内容や学校施設を公開 11月3日 竹田南高校 竹田南高校 0974-63-3223
能楽鑑賞会 能楽の出前講座により日本の古典芸能を学ぶ 11月18日 竹田南高校 竹田南高校 0974-63-3223
第69回瀧廉太郎記念
全日本高等学校声楽コ
ンクール

全国から高校生が集う声楽コンクール 10月16～
18日 くじゅうサンホール

竹田市・竹田市教育委
員会・瀧廉太郎記念音
楽祭実行委員会

0974-63-4817

第67回画聖「田能村竹
田」先生をしのぶ美術
祭

小中高校生の絵画、書道の特賞作品の展示
①10月31
～11月3日
②11月17
～23日

①久住公民館
②市民ギャラリー水琴
館

竹田市・竹田市教育委
員会 0974-63-4817

広瀬武夫杯争奪少年柔
道大会 柔道家広瀬武夫の顕彰と青少年の健全育成 11月23日

予定 竹田高校体育館（予定）竹田市柔道連盟・広瀬
武夫顕彰会 0974-63-4818
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歴
史
資
料
館　
　
☎
63-

１
９
２
３

〔
開
館
時
間
〕
午
前
９
時
～
午
後
５
時

〔
休
館
日
〕
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

※
14
～
16
日
は
展
示
替
え
の
た
め
臨

時
休
館
。

〔
入
館
料
〕
一
般
２
０
０
円
、
小
中

生
１
０
０
円

⃝

『
竹
歴
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
　
屏

風
の
世
界
』 南
画
展
示
室
（
２
階
）

　
　
　
　
　

  

～
10
月
12
日
㈪
ま
で

　

当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
豊
後
南

画
の
屏
風
作
品
を
中
心
に
展
示
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
期
間
を
延
長
し
て

12
日
ま
で
開
催
し
ま
す
。

⃝

特
別
展
　
竹
田
市
合
併
10
周
年
記
念

展
・
田
能
村
竹
田
没
後
１
８
０
年
記
念
展

『
誕
生
！
田
能
村
竹
田
―
岡
藩
士

行
蔵
か
ら
文
人
竹
田
へ
―
』

　

10
月
17
日
㈯
～
11
月
15
㈰

〔
入
館
料
〕
一
般
２
０
０
円
、
小
中

生
無
料

　
田
能
村
竹
田
（
１
７
７
７-

１
８
３

５
）
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
今
年
で

１
８
０
年
に
な
り
ま
す
。
豊
後
岡
藩

の
竹
田
城
下
町
を
拠
点
に
旅
を
繰
り

返
し
、各
地
の
文
人
墨
客
と
交
わ
り
、

詩
書
画
三
絶
の
境
地
を
追
求
し
た
田

能
村
竹
田
の
岡
藩
で
の
足
跡
を
今
に

残
る
史
資
料
か
ら
確
認
す
る
と
と
も

に
、
30
年
振
り
の
公
開
と
な
る
竹
田

作
品
を
含
む
当
館
が
所
蔵
す
る
竹
田

の
優
品
を
一
挙
に
公
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
分
市
美
術
館
蔵
の
《
竹

田
肖
像
》、
大
分
県
立
美
術
館
蔵
の

《
山
陰
夜
雪
図
》
も
展
示
し
ま
す
。

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館　
☎
63-

２
２
０
０

〔
開
館
時
間
〕
午
前
９
時
～
午
後
５
時

〔
休
館
日
〕
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

〔
入
館
料
〕
無
料

⃝

竹
田
豊
後
南
画
愛
好
会
・
豊

後
南
画
名
品
展　

　
９
月
29
日
㈫
～
10
月
４
日
㈰

　

竹
田
豊
後
南
画
愛
好
会
の
会
員
が

所
蔵
す
る
豊
後
南
画
の
名
品
（
田
能

村
直
入
、
田
近
竹
邨
、
草
刈
樵
谷
等
）

を
約
50
点
展
示
。

⃝

二
九
志
乃
会
作
品
展　

　
10
月
６
日
㈫
～
18
日
㈰

　

二
九
志
乃
会
の
会
員
に
よ
る
作
品

展
。
絵
画
、型
染
、陶
芸
、パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
な
ど
の
作
品
を
展
示
。

⃝

第
30
回
竹
田
市
美
術
展

　

10
月
20
日
㈫
～
11
月
１
日
㈰

　

今
年
で
第
30
回
を
迎
え
る
竹
田
市

美
術
展
。
竹
田
市
美
術
協
会
の
会
員

を
中
心
と
し
た
市
内
在
住
作
家
の
絵

画
や
陶
芸
な
ど
の
作
品
を
展
示
。

 

年
　
金

ご
存
じ
で
す
か
「
付
加
保
険
料
」

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
な
ら

び
に
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、
定
額

保
険
料
に
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し

て
納
め
る
こ
と
で
、
受
給
す
る
年
金

額
を
増
や
せ
ま
す
。

（1）
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
方

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

任
意
加
入
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の

方
を
除
く
）

（2）
付
加
保
険
料
の
月
額  

４
０
０
円

（3）
お
申
し
込
み
先　

本
庁
市
民
課

ま
た
は
支
所
い
き
い
き
市
民
課

（4）
付
加
年
金
額　

付
加
年
金
額
は
、

「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月

数
」
で
す
。
付
加
保
険
料
を
納
め
た

分
は
、２
年
間
で
モ
ト
が
取
れ
ま
す
。

（5）
納
め
て
い
た
だ
く
際
、
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

１
．
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し

込
ん
だ
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

２
．
付
加
保
険
料
の
納
期
限
は
、
翌

月
末
日
（
納
期
限
）
と
定
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

３
．納
期
限
を
経
過
し
た
場
合
で
も
、

期
限
か
ら
２
年
間
は
付
加
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
．
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
付
加
保
険

料
納
付
辞
退
申
出
書
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

５
．
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

６
．
月
末
が
土
曜
日
、
日
曜
日
、
休

日
等
に
あ
た
る
場
合
及
び
年
末
の
納

期
限
は
、
翌
月
最
初
の
金
融
機
関
等

の
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

問
大
分
年
金
事
務
所　

☎
０
９
７

-

５
５
２-

１
２
１
１

 

消
費
者
行
政　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

消
費
生
活
相
談
窓
口
か
ら
の
注
意
喚
起

海
外
の
詐
欺
的
事
業
者
に
注
意

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
告
を
見
て
「
芸
能
人

も
使
っ
て
い
る
」
と
出
て
い
た
か
ら

Taketa  Information

↑30年振りの公開！　
竹田「晩雲捲鳥図」（部分）
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と
い
っ
て
気
軽
に
契
約
を
し
、
海
外

の
詐
欺
的
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り

ま
す
。
契
約
時
は
相
手
が
海
外
の
事

業
者
と
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
一
旦
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
と
解

決
が
非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
。
よ

く
利
用
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
広
告
が
出
て

い
た
サ
イ
ト
だ
か
ら
と
い
っ
て
安
易

に
契
約
を
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口
（
竹
田
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
）
☎
63-

４
８
３
４

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
月
～

金　

平
日
の
み
）／
大
分
県
消
費
生
活・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７-

５
３
４-

０
９
９
９

 

パ
ス
ポ
ー
ト
　　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
効
期
間
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
！

　

海
外
旅
行
を
計
画
し
て
い
る
方
に

お
願
い
で
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
効

期
間
の
残
存
期
間
が
入
国
時
（
ま
た

は
出
国
時
）
に
６
か
月
（
国
に
よ
っ

て
違
い
ま
す
）
な
い
と
入
国
を
認
め

な
い
と
い
う
国
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

海
外
旅
行
を
計
画
し
、
チ
ケ
ッ
ト

や
ホ
テ
ル
の
予
約
を
し
た
の
に
有
効

期
限
が
足
り
な
い
場
合
は
、
そ
の
国

に
入
国
で
き
な
い
の
で
海
外
旅
行
を

や
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
キ
ャ

ン
セ
ル
料
の
支
払
い
等
が
起
こ
り
ま

す
。
こ
う
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
、海
外
旅
行
を
計
画
し
た
と
き
は
、

ま
ず
パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
効
期
間
を
把

握
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
効
期
間

が
１
年
未
満
に
な
っ
た
場
合
、
パ
ス

ポ
ー
ト
の
切
り
替
え
が
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
切
替
申
請
は
、
本

庁
市
民
課
も
し
く
は
大
分
県
パ
ス

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
大
分
市
高
砂
町「
Ｏ

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
ひ
ろ
ば
21
」
３
Ｆ
）

☎
０
９
７-

５
３
６-
１
４
７
６

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

竹
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

路
線
等
を
一
部
変
更
し
ま
す
！

　

竹
田
市
と
豊
後
大
野
市
を
跨
ぐ
路

線
の
う
ち
郷
野
線
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
竹
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
「
高
伏
経
由
直
入
支
所
線
」（
玉

来
〔
竹
田
営
業
所
〕
～
高
伏
～
直

入
支
所
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

27
年
10
月
１
日
㈭
か
ら
一
部
が
上
町

（
神
堤
）
を
経
由
し
ま
す
。

　

ま
た
、
荻
支
所
移
転
に
伴
う
バ

ス
停
名
の
変
更
や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し

等
、
利
便
性
を
追
求
し
た
変
更
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市
民
の
皆

様
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
改
正
ポ
イ
ン
ト
】

ポ
イ
ン
ト
①　

郷
野
線
廃
止
に
伴

い
、
上
町
（
神
堤
地
区
）
バ
ス
停
を

経
由
す
る
便
が
１
日
２
往
復
運
行

し
、
新
た
に
「
南
原
入
口
」
バ
ス
停

を
新
設
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
②　

上
筒
井
へ
の
旧
道

ル
ー
ト
か
ら
バ
イ
パ
ス
へ
運
行
ル
ー
ト

を
変
更
し
、
時
間
短
縮
を
行
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
③　

荻
支
所
移
転
に
伴

い
、
バ
ス
停
の
名
称
を
「
福
祉
セ
ン

タ
ー
前
」
を
「
荻
支
所
・
福
祉
健
康

エ
リ
ア
前
」に
、「
荻
支
所
前
」を「
桜

町
」
に
変
更
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
④　

乗
合
タ
ク
シ
ー
「
宮

砥
」「
嫗
岳
」
コ
ー
ス
は
、
両
便
と

も
第
４
便
（
復
路
）
の
発
車
時
間
を

30
分
遅
ら
せ
、
簡
単
な
買
い
物
が
で

き
る
時
間
を
確
保
し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
⑤　
竹
田
市
役
所
～
岩
本

～
荻
駅
線
の
始
発
時
間
を
10
分
遅
ら

せ
、通
学
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
今
月
号
と
同
時
に
全
戸
配

布
し
た
「
時
刻
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
企
画
情
報
課　

農
村
回

たけたん情報

帰
推
進
室　
☎
63-

１
１
１
１
（
内

線
２
２
５
）
／
大
野
竹
田
バ
ス
（
株
）

竹
田
営
業
所　
☎
63-

３
１
５
１

 

耐
　
震　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　建
物
も
あ
な
た
と
同
じ
健
康
診
断

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

竹
田
市
で
は
、
大
地
震
時
に
お
け

る
建
物
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◇
耐
震
診
断
支
援
事
業

補
助
対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
一
戸
建
て
住

宅
（
併
用
住
宅
で
、
住
宅
部
分
の
面

積
が
１
／
２
以
上
の
も
の
を
含
む
）

補
助
金
額　

診
断
費
用
の
２
／
３

（
上
限
３
万
円
）

募
集
戸
数　
２
戸

◇
耐
震
改
修
支
援
事
業

補
助
対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
一
戸
建
て

住
宅
（
併
用
住
宅
で
、
住
宅
部
分

の
面
積
が
１
／
２
以
上
の
も
の
を
含

む
）
で
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
評
点

が
１・０
未
満
で
あ
る
も
の

補
助
金
額　

改
修
費
用
の
２
／
３

（
上
限
80
万
円
）

募
集
戸
数　
２
戸
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募
集
期
間　

10
月
５
日
㈪
～
11
月

27
日
㈮　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
（
土
・
日
・
祝
は
除
く
）

※
募
集
期
間
内
の
受
付
順
と
し
、
募

集
戸
数
に
達
し
た
時
点
で
終
了
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

■申
・
問  

竹
田
市
建
設
課　

☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

 

募
　
集　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　「愛
犬
し
つ
け
教
室
」

初
級
コ
ー
ス
参
加
者
募
集

日　

時　

11
月
１
日
㈰　

午
前
10

時
～
11
時
30
分 

場　

所　

竹
田
市
直
入
支
所
前 

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　
ハ
ガ
キ
・Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
に
、
①
住
所　

②
氏
名
と
参
加
人

数　

③
電
話
番
号　

④
犬
の
種
類　

⑤
犬
の
登
録
番
号
・
狂
犬
病
予
防
注

射
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
※
先
着
30
組

申
込
期
限　

10
月
20
日
㈫　

問
大
分
県
獣
医
師
会 

〒
８
７
０-

０
９
０
１　
大
分
市
西
新
地
１-

２-

29　
☎
０
９
７-

５
５
５-

９
５
２
７

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
７-

５
５
５-

９
５
２
８

□×
　 oitakenju@

m
ist.ocn.ne.jp

 

行
事
・
イ
ベ
ン
ト　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

［
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
］

石
村
由
起
子
流
〟竹
田
暮
ら
し
〟

の
愉
し
み
方
♪

　

生
活
そ
の
も
の
が
注
目
の
対
象
で

あ
る
石
村
由
起
子
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
、
石
村
さ
ん
流
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
石
村
さ
ん
の
視
点
か
ら
見

た
魅
力
的
な“
竹
田
暮
ら
し
”の
ご
提

案
を
い
た
だ
き
ま
す
。

日　

時　
10
月
12
日
㈪　

午
後
３
時
～

場　

所　

御
客
屋
敷
（
寺
町
）

入
場
料　
５
０
０
円（
お
茶
菓
子
代
）

定　

員　

50
名

問
竹
田
市
企
画
情
報
課　
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
推
進
室
☎
63-

４
８
０
１

 

福
　
祉
　　
　
　
　
　
　
　
　

　
　第

11
回
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
出
演
者
募
集

日　

時　

12
月
５
日
㈯  

午
前
の

部
・
午
前
10
時
～
正
午
（
午
前
９
時

開
場
）
午
後
の
部
・
午
後
２
時
～
午

後
４
時
（
午
後
１
時
開
場
）

場　

所　

久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う

サ
ン
ホ
ー
ル

申
込
締
切　

10
月
30
日
㈮

出
演
時
間　

舞
踊
５
分
以
内
、
寸

劇
15
分
以
内
、
古
典
芸
能
は
10
分

以
内
、
そ
の
他
は
５
分
以
内
（
カ

ラ
オ
ケ
は
不
可
）

出
演
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す

る
者
、
ま
た
は
市
内
に
勤
務
す
る
者

及
び
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
と
し
、

危
険
を
伴
う
内
容
、
公
序
良
俗
に
反

す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。
団
体
出
演

は
１
団
体
１
演
目
、
舞
踊
は
１
会
派

１
演
目
と
し
、
指
導
免
許
を
有
す
る

者
が
必
ず
出
演
す
る
こ
と
。

※
出
演
者
の
諸
経
費
、
出
演
料
、
交

通
費
、
出
演
に
必
要
な
諸
経
費
及
び

物
品
な
ど
は
、
す
べ
て
出
演
者
側
で

負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

■申・
問　

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課　
☎
63-

１
５
４
４
、

社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所〔
荻
〕

☎
68-

３
０
５
０
、〔
久
住
〕
64-

３
８
２
３
、〔
直
入
〕
75-

２
２
１
６

Taketa  Information

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
無
料

法
律
相
談
会

　

ひ
と
り
親
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

法
律
問
題
に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
専

門
的
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日　

時　

11
月
６
日
㈮　

午
後
１

時
～
午
後
４
時
（
相
談
時
間
は
１
人

に
つ
き
30
分
程
度
に
な
り
ま
す
）

場　

所　

竹
田
市
本
庁
舎
１
階
相

談
室
（
社
会
福
祉
課
前
）

対
象
者　
ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者

お
申
込
み　

事
前
に
予
約
が
必
要
。

予
約
の
際
に
相
談
内
容
に
つ
い
て
簡

単
な
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課　

子
育
て

支
援
係
☎
63-

４
８
１
１

ス
ト
ー
マ
医
療
相
談
会

対　

象　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛

門
・
人
工
膀
胱
造
設
者
）
の
家
族
や

医
療
・
介
護
施
設
関
係
者

日　

時　

11
月
７
日
㈯　

午
後
１

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

会　

場　

豊
後
大
野
市
民
病
院　

会
議
室
１・２

内
　
容　

地
域
医
療
の
現
状
、
ス

ト
ー
マ
管
理
に
つ
い
て
、
在
宅
で
の

ス
ト
ー
マ
ケ
ア
、
ス
ト
ー
マ
商
品
の

紹
介
、
医
療
・
介
護
施
設
関
係
者
向

け
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

参
加
費　

無
料　

問
公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
大
分
県
支
部　

☎
０
９
７
８-

４
２-

５
６
２
１

 

税　
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
固
定
資
産
税
「
申
告
・
届
出
」

を
お
忘
れ
な
く

◎
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

時
点
で
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
の
所
有
者
（
登
記
が
あ
る
も
の

は
登
記
名
義
人
）
に
か
か
り
ま
す
。

◎
土
地
・
家
屋
を
年
の
途
中
で
売
買

し
た
場
合
で
も
、
そ
の
年
の
12
月

末
ま
で
に
所
有
権
移
転
の
登
記
手

続
が
な
さ
れ
な
い
場
合
は
、
前
所

有
者
に
翌
年
度
の
固
定
資
産
税
が

か
か
り
ま
す
。

１
．
住
宅
用
地
の
異
動
申
告

　

現
在
、
住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地

（
住
宅
用
地
）
に
つ
い
て
は
、
固
定

資
産
税
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
取
り
壊
し
等
で
住
宅
用

地
で
な
く
な
っ
た
場
合
や
、
新
築
等

で
新
た
に
住
宅
用
地
に
な
っ
た
場
合

等
、
住
宅
用
地
に
異
動
が
あ
っ
た
場

合
は
、
市
税
条
例
第
74
条
に
て
届
出

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

[

く
る
み
の
木
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
限

定
販
売]

日　

時　

平
成
27
年
10
月
12
日（
月・祝
）

　
　
　
　

10
時
〜
17
時
30
分

場　

所　

竹
田
城
下
町
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
傾

　
　
　
　

く
家
」

※
石
村
先
生
お
す
す
め
の
お
茶
と
竹
田

の
お
菓
子
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

※
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。



広報たけた 平成 27 年10 月号 22

く
発
生
し
、
時
に
は
死
亡
事
故
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
農
業
機

械
の
整
備
点
検
と
安
全
運
転
に
心
が

け
て
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

★
農
業
機
械
安
全
使
用
の
た
め
に

①
作
業
計
画
を
立
て
、
無
理
な
作
業

を
行
わ
な
い
。

②
作
業
中
は
常
に
周
囲
を
見
張
り
、

自
分
も
含
め
て
周
囲
の
安
全
に
注
意

を
払
う
。

③
機
械
の
整
備
点
検
を
怠
ら
な
い
。

④
機
械
を
整
備
点
検
す
る
際
は
、
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
。

⑤
作
業
箇
所
や
圃
場
出
入
り
口
、
農

道
等
の
安
全
を
確
認
す
る
。

⑥
機
械
の
無
理
な
操
作
を
し
な
い
。

⑦
適
度
に
休
息
し
な
が
ら
作
業
す
る

⑧
作
業
す
る
場
所
や
時
間
を
家
族
に

知
ら
せ
て
お
く
。

 

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ　
　
　

　
　
　
　
　
　

「
全
面
通
行
止
」
市
道
玉
来
矢

倉
線
　
玉
洗
橋
改
築
工
事

　

竹
田
土
木
事
務
所
で
は
、
矢
倉
川

河
川
改
修
事
業
に
伴
う
、
市
道
玉
来

矢
倉
線
の
玉
洗
橋
の
改
築
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
平
成
27
年
10
月
中

旬
か
ら
平
成
28
年
10
月
ま
で
（
予

定
）、
全
面
通
行
止
め
の
交
通
規
制

を
行
う
予
定
で
す
（
通
行
止
め
開
始

日
が
決
ま
り
次
第
、
工
事
箇
所
周
辺

に
看
板
等
設
置
し
ま
す
）。

　

う
回
路
と
し
て
、
国
道
57
号
の
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
（「
南
部
小
学

校
前
バ
ス
停
」
は
国
道
57
号
に
移
設

予
定
で
す
）。

　

通
行
止
め
に
よ
り
、
皆
様
に
は
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

１
．路
線　

市
道
玉
来
矢
倉
線
（
玉

たけたん情報

洗
橋
）

２
．場
所　

竹
田
市
大
字
君
ヶ
園

３
．規
制　

全
面
通
行
止
め
（
終
日
）

４
．期
間　

平
成
27
年
10
月
～
平
成

28
年
10
月
（
約
１
年
間
）

５
．う
回
路　

国
道
57
号　

問
竹
田
土
木
事
務
所　

河
川
砂
防

班　

☎
63-

２
１
０
４

 

相
　
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
行
政
書
士
会
豊
肥
支
部

「
無
料
相
談
会
」

申
告
の
期
限
は
平
成
28
年
２
月
１

日
㈪
に
な
っ
て
い
ま
す
。
必
ず
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
内
容
は
、
所
有
者
（
住
所
・

氏
名
）・
住
宅
用
地
（
所
在
・
地
積
）・

家
屋
（
所
在
・
所
有
者
・
床
面
積
等
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
．
土
地
・
家
屋
の
異
動
届

土
地
の
異
動　

・
土
地
の
地
目
が
変
わ
っ
た
場
合

家
屋
の
異
動

・
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
場
合

・
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り

壊
し
た
場
合

　

前
記
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

（
法
務
局
に
て
登
記
手
続
き
を
さ
れ

た
方
は
連
絡
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
）。
詳
細
に
つ
い
て
は
竹
田
市
税

務
課
資
産
係
（
☎
63-

１
１
１
１

〔
内
線
１
２
３・
１
２
４・
１
２
８
〕）

ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

 

農　
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
作
業
を
安
全
に
！

　

稲
刈
り
の
最
盛
期
に
な
っ
て
い
ま

す
。
全
国
で
は
毎
年
農
業
機
械
の
利

用
に
伴
う
重
大
な
事
故
が
発
生
し
、

特
に
春
秋
の
農
繁
期
に
は
事
故
が
多

現況道路
迂回路

エブリワン
竹田店
エブリワン
竹田店

大分県立
竹田支援学校
大分県立
竹田支援学校

竹田市立
南部小学校
竹田市立
南部小学校

竹田市立
南部幼稚園
竹田市立
南部幼稚園

ジョイフル
大分竹田店

南部小学校前
バス停

南部小学校前
バス停

下矢倉集会所

下矢倉集会所

国道57号

玉来川

●
下矢倉団地

●
下矢倉団地

●

●
県
道
高
森
竹
田
線県
道
高
森
竹
田
線

矢
倉
川

矢
倉
川

市
道
下
矢
倉
１
号
線市道
下
矢
倉
１
号
線

全面通行止め

竹田市君ヶ園

玉来西

5757

135
県道

市道玉来矢倉線市道玉来矢倉線
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Taketa  Information

■申 ＝お申し込み先　問＝お問い合わせ先

は
毎
月
第
４
木
曜
日

  

竹
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

人
権
な
ん
で
も
困
り
ご
と
相
談

所（
無
料
）を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
。
予
約
は

不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
！

相
談
日　

毎
週
火
曜
・
木
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　

所　

大
分
地
方
法
務
局
竹
田

支
局
内
（
竹
田
市
大
字
会
々
１
５
２
５
番

地
８
）

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

問
竹
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
☎

62-

２
３
１
５

日　

時　

10
月
15
日
㈭　

午
前
10

時
～
午
後
３
時

場　

所　

竹
田
市
高
齢
者
い
き
い
き

交
流
セ
ン
タ
ー
（
会
々
１
６
５
０
番
地
）

内　

容　

遺
言
、
遺
産
相
続
、
成
年

後
見
相
談
、
内
容
証
明
、
車
の
登
録
、

不
動
産
関
係
建
設
業
許
可
申
請
等

問
大
分
県
行
政
書
士
会
豊
肥
支
部

☎
63-

３
２
８
０

大
分
県
交
通
事
故
相
談（
無
料
）

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

相
談
日　

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時

～
午
後
５
時
15
分

場　

所　

大
分
県
庁
別
館
５
階

問
大
分
県
生
活
環
境
部
生
活
環

境
企
画
課
交
通
事
故
相
談
所　

☎

０
９
７-

５
０
６-

２
１
６
６

※
巡
回
相
談
（
会
場
・
豊
肥
振
興
局
）

求人
情報

ハローワーク豊後大野　竹田市ふるさと
ハローワーク　問　☎63-1101

①自動車整備員１人 13 ～ 20 万円　②フロント
係１人 16 ～ 18 万円　③職業指導員１人 12.8
万円　④保育スタッフ 1 人 14.8 万円　⑤製造
員１人 13 ～ 22 万円　⑥生活相談員１人 17.2
～ 21.1 万円　⑦サービス管理責任者１人 15.5
～ 17 万円　⑧ショップ店員１人 13 ～ 18 万円
⑨清掃責任者１人 15 ～ 17 万円　⑩ルート営
業１人 17 ～ 24 万円　⑪販売・配達員１人 15
～ 18 万円　⑫企画運営係１人 22 ～ 25 万円

〔パート求人（時給）〕
⑬洗浄・片付け２人 700 円　⑭作業員１人 700
～ 800 円　⑮学童支援員２人 850 ～ 900 円　
⑯ハウス農作業員１人 850 円　⑰日配係１人
700 円　⑱清掃スタッフ２人 700 ～ 750 円　
⑲事務員 1 人 700 円　⑳裁断工１人 700 円　
㉑清掃員３人 750 円　㉒介護事務１人 700 ～
800 円　㉓弁当調理補助１人 700 ～ 1000 円　
㉔　ホームヘルパー２人 800 ～ 1200 円

アッパレ！100歳以上38人

108歳
106歳
105歳

104歳
阿南　　明 （嫗岳・井手の上）
103歳
橋爪ヨシ子 （岡本・上坂下）
藤井スゞ子 （豊岡・天神）
夏目サカエ （玉来・東）
本郷英美子 （入田・太田原）
102歳
森　ミヨシ （明治・橋宇津）
佐藤ヤチヨ （菅生・上今）
佐藤　ミス （菅生・上今）
尼子シズ子 （宮砥・次倉中央）
小出　清子 （荻・桜町東）
古庄ヒデコ （都野・栢木）
101歳
仲村ミツ子 （竹田・茶屋の辻）
甲斐　豊香 （玉来・東中）
安達ヨシヱ （荻・桜町東）
永冨　　勝 （下竹田・神の原）

佐藤正未世（竹田・浦町）

相良　貞子（竹田・寺町）
今永スエ子 （柏原・田代）

ご長寿おめでとうございます！

これからもますますお元気でお過ごしください！

平成27年９月15日現在、100歳以上の方が38人（女性32人・男性6人）

100歳
後藤ノブコ （岡本・羽恵）
服部　良子 （豊岡・屏風ヶ渕）
足立ミチヱ （玉来・東中）
阿南　幸重 （玉来・東中）
舞　　トハ （玉来・吉田）
渡邊シズ子 （松本・穴井迫）
東條　ユク （入田・泉水）
佐藤スミヨ （入田・笹尾）
堀　フミ子 （宮城・志土知）
平野ミサト （城原・紙漉）
房前　　等 （城原・宮の上）
麻生　文子 （城原・柚長）
後藤チサト （荻・恵良原）
佐藤キミ子 （白丹・稲葉）
松尾ミツコ （都野・仏原）
廣瀨　　櫁 （都野・岳麓寺）
岩屋フサヱ （都野・塔の原）
坂本ハルヱ （長湯・尚栄町）
佐藤　孝志 （長湯・山脇）
田中　健治 （下竹田・草深）
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

　
肺
炎
球
菌

　

今
年
も
そ
ろ
そ
ろ
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
を
考
え
る
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
昨
年
も
こ
こ
で
お
伝
え

し
ま
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち
は
次
の

3
点
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
①
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
検
査
は
万
能
で
は
な

く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
の
に
「
違

う
」
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
薬
は
、

熱
の
あ
る
期
間
を
1
日
短
く
す
る
効

果
は
あ
り
ま
す
が
、
肺
炎
や
脳
炎
を

予
防
す
る
効
果
は
証
明
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
感
染
予
防
効
果
は
高
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
重
症
化
の
予
防
と
な
り
ま

す
。

　

今
年
は
、
も
う
1
つ
、
健
康
の

た
め
の
耳
よ
り
情
報
を
お
伝
え
し
ま

す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、

同
時
に
肺
炎
球
菌
に
も
か
か
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

よ
る
肺
炎
で
亡
く
な
っ
た
人
の
肺
か

ら
、
肺
炎
球
菌
が
み
つ
か
る
こ
と
は

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
肺
炎
球
菌
の
両

方
の
予
防
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

6
歳
未
満
の
子
ど
も
は
、
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
を
無
料
で
接
種
で
き
ま

す
。
そ
れ
に
加
え
、
昨
年
か
ら
、
そ

の
年
度
に
65
、
70
、
75
、
80
、
85
、

90
、
95
、
１
０
０
歳
に
な
る
人
に
も
、

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
公
費

助
成
の
も
と
で
接
種
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
60
〜
64
歳
の
人
も
、

特
定
の
持
病
を
持
っ
て
い
る
場
合
も

接
種
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
助
成
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
前
述
の
年
齢
か
ら

外
れ
る
65
歳
以
上
の
人
も
、
任
意
で

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
小
児

用
で
も
充
分
な
効
果
は
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
も
幼
児
も
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
肺
炎
球
菌
の
両
方
の
予
防
接

種
を
す
ま
せ
、
3
世
代
水
入
ら
ず
の

楽
し
い
年
末
年
始
を
迎
え
る
準
備
を

し
ま
せ
ん
か
？

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・
小

児
科
分
野　

是
松
聖
悟.

）

第15 回 出 張 ！

えがおの子育て

小児科
――地域医療・小児医療の視点から――

休日当番院情報

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

10/　4㈰ 長湯ごとう歯科〔直入〕 0974-75-3001

10/11㈰ 竹下歯科医院〔竹田〕 0974-62-2662

10/12㈪ 歯科筑紫医院〔久住〕 0974-76-0024

10/18㈰ ふじさわ歯科医院〔竹田〕 0974-64-1118

10/25㈰ 長湯ごとう歯科〔直入〕 0974-75-3001

　※診療時間 9：00 ～ 12：00（受付 11：30 まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151 
　　　　　　　　　　http:www.oita-dental-a.or.jp/

休日及び夜間の在宅当番医院
大久保病院　☎ 64-7777

〔受付時間〕平日夜間 18：00 ～ 21：00、土曜日 13：00 ～ 21：00、
　休日 8：30 ～ 21：00
竹田医師会病院　☎ 63-3241 

〔受付時間〕　平日 18：00 ～ 21：00、土曜日 13：00 ～ 21：00、
　日曜・祝祭日 8：30 ～ 21：00
※原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科輪番病
　院を受診してください。
※なお、これまでどおり上記以外の曜日や時間帯についても電
　話相談していただいて、診察可能と判断できれば可能な限り
　対応いたします。

注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこ
　　　　　　で診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ電話
　　　　　　連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

10/  3㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10/  4㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10/10㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10/11㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
10/12㈪ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10/17㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10/18㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

10/24㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10/25㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10/31㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

11/  1㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
11/  3㈫ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8：30 ～ 11：30（こども診療所は 9：00 ～ 11：30） 
診療時間　9：00 ～ 12：00（三重東クリニックは 8：30 ～ 12：00）
　※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところ
　　があります。
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合がありま
す。あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお
電話で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの
場合は、あらかじめ用意されて約束処方となることがあります
ので、ご了承ください。
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竹田市議会第３回定例会

　

竹
田
市
議
会
第
３
回
定
例
会
（
９

月
議
会
）に
提
出
し
た
諮
問
案
１
件
、

予
算
案
７
件
、
条
例
案
６
件
、
認
定

案
１
件
は
、
全
て
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
（
本

号
特
集
頁
参
照
）の
施
行
に
伴
う「
竹

田
市
特
定
個
人
情
報
保
護
条
例
」
の

制
定
の
ほ
か
、
竹
田
市
基
金
条
例
の

一
部
改
正
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
町
づ
く
り
文
化
基
金
」
は
、
地

域
文
化
の
振
興
及
び
普
及
に
要
す
る

経
費
に
充
当
す
る
資
金
と
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
基
金
で
す
が
、
地
域

の
特
性
に
即
し
て
地
域
課
題
を
解
決

す
る
地
方
創
生
の
取
組
み
を
推
進
す

る
た
め
に
「
地
方
創
生
基
金
」
と
名

称
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
久
木
雅
代
村
お
こ
し
基

金
」
は
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ

と
と
な
り
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
26
年
度
決
算
剰
余
金

か
ら
基
金
に
７
億
５
千
万
円
を
積
み

立
て
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
左
図

は
市
の
借
金
（
地
方
債
）
が
減
少
し
、

市
の
預
貯
金（
基
金
）が
過
去
最
大
と

な
っ
て
い
る
現
状
を
示
し
て
い
ま
す
。

「
９
月
議
会
の
議
決
」に
見
る 

竹
田
市
創
生
の
体
制
整
備

◆

■

◆
◆

◆
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◆
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■ ■ ■ ■

■
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69.4
85.3

213.3
202.2

91.8 88.6

185.9
177.5

96.3 98.6

166.9
157.9

97.7

H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

（単位：人、百万円）

定員管理職員数　　　　地方債の現在高（普通会計）　　　　基金の現在高（普通会計）■◆

主な一般会計補正予算
■一般会計補正額　　　　　　　　　　　 10億　627万5千円
　　○基金積立金 　　　　　　　　　　　　　7億5,000万円
　　○市総合社会福祉センター改修工事　　 　1,101万6千円
　　○医療機関等新規開設促進事業　　　　　　　1,000万円
　　○火山活動降灰対策事業 　　　　　　　　5,255万7千円
　　○肉用牛生産基盤拡大緊急支援事業 　　　　　1,155万円
　　○空き店舗活用促進 ･ 開業支援調査委託　　　　250万円
　　○市道維持補修工事　　　　　　　　　　　　2,000万円
　　○文化会館管理運営基本計画策定委託　　　629万1千円
■補正後の予算総額 　　　　　　　　　　　 197億6,202万円

インフルエンザ予防接種料を助成します
竹田市では下記の内容でインフルエンザ予防接種の一部を助成します

6 協力医療機関（事前予約が必要）

医療機関名 対象年齢 電話番号 医療機関名 対象年齢 電話番号
伊藤医院◆ 3 歳以上 75-2222 竹田クリニック 13 歳以上 64-9000
大久保病院◆ 就学児以上 64-7777 竹田診療所◆ 1 歳以上 62-4014
加藤内科医院◆ 6 歳以上 63-2006 道全内科◆ 6 歳以上 63-2270
久住加藤医院 15 歳以上 76-0008 秦医院 13 歳以上 63-2246
くどう循環器科・内科 16 歳以上 63-2304 みはら整形外科◆ 7 歳以上 62-3850
古訓堂黒川クリニック 15 歳以上 63-2358 柚須医院 13 歳以上 63-2016
佐藤医院 6 歳以上 68-2005 竹田医師会病院※◆ ― 63-3241
志賀内科 7 歳以上 63-2083 竹田市立こども診療所◆ ― 63-3838
◆：おおいた子育てほっとクーポン利用可能機関
※：竹田医師会病院は入院患者及びかかりつけの者のみ

1 対象者
対　　　　象 助成金額 接　種　方　法

① 60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓、じん
　臓もしくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全
　ウイルスによる免疫の機能に日常生活行動
　が極度に制限される程度の障害を有する方

2,400円

医療機関の窓口で個人負担額1,600 円をお支払いください。やむを得ず
市外（県内）で接種する場合も、高齢者インフルエンザ予防接種相互乗
り入れ協力医療機関であれば、竹田市が同様に費用の一部を助成します。
生活保護を受給されている方は無料です。社会福祉課で発行する証明書
を医療機関窓口に提出してください。② 65 歳以上の方

③上記に該当しない竹田市国民健康保険の方 1,000円

市内の協力医療機関で接種する場合は、医療機関の窓口で接種料から
1,000 円を差し引いた額をお支払いください。
やむを得ず協力医療機関以外で接種する場合は、一旦医療機関の窓口で
料金を支払っていただき、保険健康課または各支所いきいき市民課で返還
の手続きをしてください。

◎対象に該当しない方で接種を希望する方は、全額自己負担での接種となります。
◎その他、「おおいた子育てほっとクーポン（プラス＋）」の利用も可能です。
2 接種回数　１回（13 歳未満の方は２回接種）
3 助成回数　いずれの方も接種期間内に1回限りの助成で
　 す。
4 接種期間　平成27年10月１日から平成28年１月31日ま
　 での間、各医療機関の診療時間内
5 その他
　・この予防接種は強制的なものではなく、自らの判断で
　　接種を希望する方に行うものです。接種される場合は、
　　かかりつけの医師と相談のうえ接種してください。
　・医療機関窓口で保険証を必ず提示してください。母子
　　健康手帳、健康手帳、お薬手帳等お持ちの方は一緒に
　　提示してください。
　・接種を希望される医療機関に、必ず事前予約をしてく
　　ださい。
問竹田市保険健康課　☎ 63-4810　※子育てほっとクーポンについては、社会福祉課（☎63-4811）へ
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ミステリアス！竹田キリシタンⅡ

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
Ⅱ　
【
岡
本
編
・
前
章
】

確
か
に
存
在
し
た
、伝
説
の「
ア
ー
メ
ン
の
丘
」

　

岡
本
の
小
賀
地
区
に
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
集
ま
っ
て
祈
り
を
捧
げ
た
「
ア
ー
メ
ン
の
丘
」

が
あ
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、そ
の
場
所
は
こ
れ
ま
で
謎
に
包
ま
れ
、伝
説
と
言
わ
れ
た
が
、「
ア

ー
メ
ン
の
丘
」
は
４
０
０
年
の
時
空
を
超
え
て
つ
い
に
姿
を
現
し
た
。
伝
説
は
事
実
だ
っ
た
。

　

 

昭
和
36
年
発
行
の
北
村
清
士
著

『
大
分
県
の
切
支
丹
史
料
』
に
は
岡

本
地
区
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
の
場

で
あ
っ
た
「
ア
ー
メ
ン
の
丘
」
が
あ

っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。原
文
で
は
、 

　
「
竹
田
市
大
字
中
字
小
賀
と
早そ

う
水ず

の

北
方
に
３
０
０
㍍
高
さ
の
小
丘
が
あ

る
。
所
の
人
は
、
こ
の
地
を
ア
ー
メ

ン
と
い
う
。
明
治
初
年
ま
で
は
金
比

羅
様
を
祀
っ
て
い
た
。
今
は
そ
の
社

も
無
く
、
荒
廃
に
帰
し
て
山
林
と
な

っ
て
い
る
が
、
明
治
以
前
に
は
ク
ル

ス
バ
（
注
１
）
が
あ
り
信
者
が
物
音

を
立
て
ず
に
秘
密
に
山
林
に
籠
も

っ
て
礼
拝
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ア
ー
メ
ン
の

地
名
が
残
っ
て
い
る
と
の
伝
説
で
あ

る
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
具
体
的

な
位
置
を
特
定
で
き
な
い
の
で
、
地

元
に
住
む
数
人
の
方
に
ア
ー
メ
ン
の

丘
の
場
所
を
尋
ね
て
み
た
が
、
知
る

人
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。

　

ほ
と
ん
ど
ア
ー
メ
ン
の
丘
探
し
を

断
念
し
か
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
事
態

は
急
展
開
し
た
。
知
人
の
Ｋ
氏
と
の

雑
談
の
中
で
「
ア
ー
メ
ン
の
丘
」
の

話
が
出
た
と
こ
ろ
、
驚
く
べ
き
こ
と

に
「
そ
れ
は
私
の
山
だ
」
と
い
う
答

え
が
返
っ
て
き
た
の
だ
。
そ
こ
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
の
場
で
あ
っ
た

と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

た
だ
、
地
元
の
人
た
ち
は
「
ア
ー
メ

ン
の
丘
」
で
は
な
く
、実
際
に
は
「
ア

ン
メ
ン
様
」と
呼
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

　

早
速
、
現
地
（
画
像
①
）
に
案
内

し
て
も
ら
っ
た
の
だ
が
、
Ｋ
氏
の
話

で
は
、
か
つ
て
丘
の
上
に
は
祠ほ

こ
らが
あ

り
、
そ
こ
に
は
確
か
に
金
比
羅
様
が

置
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

金
比
羅
様
は
、
明
治
元
年
に
旧
岡
本

小
学
校
隣
り
の
「
大た

い

歳さ
い

神
社
」（
画

像
②
）
に
遷う

つ

さ
れ
た
の
だ
が
、
な
ぜ

か
今
で
は
見
あ
た
ら
な
い
。
ど
こ
に

消
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
神

社
の
境
内
に
は
金
比
羅
様
と
一
緒
に

持
ち
込
ま
れ
た
五
角
形
の
板
碑
（
画

像
③
）
や
、
天
使
の
よ
う
に
羽
根
が

生
え
た
不
思
議
な
石
像
（
画
像
④
）

は
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
キ
リ

シ
タ
ン
の
名な

ご
り残

な
の
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
最
大
の
謎
は
ア
ー
メ
ン

の
丘
に
金
比
羅
様
が
祀
ら
れ
た
理
由

だ
。
本
来
、
金
比
羅
様
は
海
上
の
安

全
を
守
る
神
で
あ
る
た
め
、
山
の
中

で
は
不
自
然
な
は
ず
だ
。
そ
れ
な
の

に
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
多
か
っ
た
島
原

地
方
や
国
東
地
方
で
も
、
山
中
で
金

比
羅
様
を
信
仰
の
対
象
と
し
て
祀
っ

て
い
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
驚
く
べ

き
共
通
の
理
由
が
隠
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
理
由
と
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
用

語
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
コ
ン
ピ
サ
ン

（
ま
た
は
コ
ン
ヒ
サ
ン
。
キ
リ
ス
ト

教
に
お
い
て
行
わ
れ
る
懺ざ

ん

悔げ

、
告こ

く
か
い解

の
意
味
）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、

そ
れ
が
「
コ
ン
ピ
ラ
さ
ん
」
と
似
て

い
る
か
ら
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
キ

リ
シ
タ
ン
は
、
そ
の
似
た
名
前
に
こ

じ
つ
け
て
、
金
比
羅
様
を
拝
む
ふ
り

を
し
な
が
ら
、
実
は
全
知
全
能
の

神
デ
ウ
ス
に
「
ア
ー
メ
ン
」
と
祈
っ

て
い
た
の
で
あ
り
、
要
す
る
に
金
比

羅
様
は
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
隠
れ
ミ

ノ
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
迫
害
と
弾

圧
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
編
み
出
さ
れ

た
、
先
人
の
恐
る
べ
き
信
仰
心
と
知

恵
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

金
比
羅
様
の
前
で
「
ア
ー
メ
ン
」

と
秘
か
に
つ
ぶ
や
く
岡
本
キ
リ
シ
タ

ン
の
姿
は
想
像
す
る
だ
け
で
ミ
ス
テ

リ
ア
ス
で
あ
る
。
史
実
だ
け
で
は
決

し
て
語
れ
な
い
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
の

謎
と
伝
説
が
こ
こ
に
も
あ
っ
た
。

  （
南
蛮
文
化
振
興
室
長 

後
藤
篤
美
）

注
１
）
ク
ル
ス
バ
（
ク
ル
ス
場
）。
ク
ル
ス
は
ポ
ル

　

ト
ガ
ル
語
で
十
字
架
の
こ
と
で
あ
り
、
キ
リ
シ

　

タ
ン
が
十
字
架
を
建
て
て
信
仰
を
行
う
場
の
こ

　

と
を
ク
ル
ス
バ
と
呼
ん
だ
。

参
考
文
献
・
昭
和
36
年　

北
村
清
士
著
「
大
分
県

の
切
支
丹
史
料
」

キ
リ
シ
タ
ン
は
人
目
を
避
け
、そ
の
丘
で
金こ

ん
比ぴ

ら羅
様さ

ま
に
祈
っ
た

↑【写真①】現在は雑木林が生い茂っている「アーメンの丘」

↓
【
写
真
②
】
金
比
羅
様
が
遷
さ
れ
た「
大
歳
神
社
」

↑【写真③】金比羅様と一緒に持ち込
　まれた五角形の板碑

【写真④】羽の生えた石像は現在も残さ
れている（大歳神社の境内にて）　　→

①

②③

④
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竹
田
市
の
偉
人
「
田
能
村
竹
田
」
は
文

人
画
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
百
姓

一
揆
に
つ
い
て
お
上
（
岡
藩
藩
主
）
に
物
申

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
建
言
書
」
で
す
。

ご
存
知
で
し
た
か
？

　
『
身
分
制
度
の
厳
し
い
江
戸
時
代
、
菅す

ご
う生

原ば
る

、
葎む

く
ら
は
ら原、

恵え

ら良
原は

る
、
柏か

し
わ
ば
る原の

人
々
は
、
藩

の
新
法
の
過
酷
な
年
貢
に
反
対
し
て
一
揆

を
起
こ
し
て
い
る
。
藩
校
の
教
師
で
あ
る

田
能
村
竹
田
は
、百
姓
一揆
に
対
す
る

「
建
言
書
」
を
文
化
８
年
（
１
８
１
１
）

と
９
年
の
二
度
、
藩
へ
提
出
し
て
い
る
。

　
こ
の
中
で
武
士
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
が
高
く
、
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

姓
は
卑
し
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
う
考
え
を
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
る
よ
う
説
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
士
は
禄ろ

く

高だ
か

が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
石
よ
り
二
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
と
多
い
こ
と

を
自
慢
し
た
り
す
る
が
、
そ
の
石
高
は
百

姓
が
、
一
年
中
精
を
出
し
て
作
っ
た
米
を
、

た
だ
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
だ
け
の

浅
ま
し
い
人
間
で
あ
る
。

　
武
士
で
あ
る
役
人
が
、
私
利
私
欲
に
よ

っ
て
領
内
数
万
の
百
姓
を
困
窮
さ
せ
て
い

る
。
一
揆
が
起
こ
っ
た
の
は
、
役
人
の
心

掛
け
が
悪
い
か
ら
で
、そ
の
故
に
、一
揆
の

発
起
人
を
処
罰
し
て
は
い
け
な
い
と
述
べ
、

武
士
で
あ
る
役
人
に
一
揆
の
原
因
が
あ
る

の
だ
か
ら
、
武
士
の
都
合
で
身
分
が
低
い

か
ら
と
い
っ
て
百
姓
を
処
罰
し
て
は
い
け

な
い
と
、
身
分
制
度
の
矛
盾
を
指
摘
し
て

い
る
。

　
武
士
が
「
身
の
倹
約
仕

つ
か
ま
つり
、
民
を
富
ま

す
心
掛
け
」
が
大
切
だ
と
も
述
べ
、
百
姓

一
揆
を
機
会
に
村
々
の
庄
屋
を
代
々
の
世

襲
で
は
な
く
、
百
姓
の
信
望
の
厚
い
人
物

を
入
れ
札
（
選
挙
）
に
よ
っ
て
、
百
姓
自

身
に
選
ば
せ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

一
揆
の
原
因
と
な
っ
た
新
法
は
、
百
姓
達

が
迷
惑
に
感
じ
て
い
る
上
に
、
役
人
の
取

り
計
ら
い
が
悪
い
か
ら　

岡
藩
始
ま
っ
て

以
来
の
大
事
件
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
生
産
の
た
め
に
日
夜
苦
労
し
て
働
く
百

姓
を
理
解
し
て
い
な
い
か
ら
だ
と
も
述
べ

て
い
る
。
一
揆
側
の
要
求
の
中
に
、
役
人

と
商
人
に
、
百
姓
の
日
々
を
体
験
さ

せ
る
か
ら
、
引
き
渡
せ
と
あ
る
。
ま

さ
に
人
権
侵
害
の
被
害
者
の
立
場
に
た
た

せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。』

　

す
べ
て
の
人
が
尊
重
さ
れ
、
差
別
の
な
い
、

人
権
を
大
切
に
す
る
社
会
を
目
指
し
て
い
た

こ
と
が
伝
わ
る
「
建
言
書
」
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

  （
解
説
文　

人
権
講
師　

広
田
敦
氏
）

問
竹
田
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線 

３
４
３
）

  
国
際
交
流

ド
イ
ツ
の
魅
力
を
語
る「
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
竹
田
大
会
」開
催
！

　

８
月
30
日
、
姉
妹
都
市
ド
イ
ツ
・

バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
な
ど
、
長
年
ド

イ
ツ
と
交
流
の
あ
る
竹
田
市
（
会

場
・
高
齢
者
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ

ー
）
で
、「
ド
イ
ツ
の
魅
力
」
を
語

り
み
ん
な
で
共
感
し
よ
う
と
「
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
竹
田
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
12
人

が
出
場
。
制
限
時
間
１
人
３
分
間
の

中
で
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思

い
の
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

第
１
位
・「
優
し
さ
に
感
謝
」
宮
崎

大
介（
大
分
市
）／
第
２
位
・「
ド
イ

ツ
の
魅
力
は
ベ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
だ
け
じ

ゃ
な
い
!!
」中
田
完
子（
大
分
市
）／

第
３
位
・「
美
し
い
ド
イ
ツ
」
水
野

さ
く
ら（
竹
田
市
）／
特
別
賞
・「
ド

イ
ツ
で
国
際
交
流
・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
経
験
し
て
」
後
藤
伊
万
里
、「
遠

く
て
近
い
、
異
国
の
お
話
」
佐
藤
菜

美
（
敬
称
略
）

　

な
お
、
３
位
ま
で
の
入
賞
者
は
10

月
10
日
に
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
る

本
選
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

「
竹
田
」が
特
別
な
場
所
に
な
っ
た
理
由

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊　
相
川
恭
子
さ
ん
に
聞
く

　
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

　
「
目
立
つ
の
は
、苦
手
な
ん
で
す（
笑
）」。

　

そ
う
言
っ
て
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
話

し
始
め
て
く
れ
た
、
相
川
恭
子
さ
ん

（
35
歳
）。
昨
年
７
月
に
着
任
し
た
相
川

さ
ん
は
、
千
葉
県
出
身
で
、
竹
田
に
来

る
ま
で
、
千
葉
県
の
実
家
を
離
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
相

川
さ
ん
が
思
い
切
っ
て
竹
田
に
や
っ
て

来
た
理
由
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」

と
い
う
思
い
で
し
た
。「
私
は
温
泉
が

好
き
で
、
全
国
各
地
を
旅
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
経
験
を
活
か
せ
る
仕
事
を
し

て
み
た
い
」
と
、
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
、
竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
内

に
あ
る
竹
田
市
役
所
商
工
観
光
課
で

働
い
て
い
ま
す
。
着
任
当
初
は
、「
地

域
振
興
」
と
い
う
分
野
で
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
自
ら
の
意
思
で
商
工
観

光
課
に
入
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。「
私

は
自
分
で
グ
イ
グ
イ
や
っ
て
い
く
タ
イ

プ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
誰
か
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
得
意
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
自
分
の

好
き
な
温
泉
に
も
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
商
工
観
光

課
を
希
望
し
ま
し
た
」。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
聞
く
と
、「
自

由
に
動
け
る
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
中
に
は
相
川
さ
ん
の
よ
う

に
市
役
所
の
組
織
の
中
で
働
く

方
も
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

「
協
力
隊
と
し
て
地
域
活
動
に

も
参
加
し
た
い
と
思
う
け
れ

ど
、
職
場
の
仕
事
と
の
兼
ね
合
い
で
な

か
な
か
…
」
と
、
悩
み
も
抱
え
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

今
年
８
月
に
は
、
同
じ
竹
田
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
中
下
和
則
さ
ん
と

結
婚
さ
れ
ま
し
た
。「
移
住
」「
結
婚
」

と
い
う
人
生
の
大
き
な
二
つ
の
転
機
を

竹
田
で
迎
え
た
こ
と
で
、
竹
田
は
相
川

さ
ん
に
と
っ
て
特
別
な
場
所
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

　
「
結
婚
し
て
、
責
任
を
強
く
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
人
生
に

対
し
て
も
、
改
め
て
真
剣
に
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
任
期
終
了
後
も
竹

田
に
残
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

残
り
の
期
間
で
定
住
に
向
け
た
行
動

を
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

　

竹
田
で
生
ま
れ
た
愛
が
、
今
後
も
竹

田
で
育
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

地域おこし協力隊通信　①

↑商工観光課で活躍する相川恭子さん

大分市出身。25 歳。京都の大学を卒
業後、昨年度から竹田市「地域おこ
し協力隊」を務め、城下町交流館「集」
に勤務。毎月発行される「たけた協
力隊新聞」編集長としても活躍中。
今年６月に市内に竹田を拠点に活動
している作家たちの作品を商品とし
て取り扱う土産店「michi」を向町に
オープン。

〔取材・文〕

宮﨑　透
 Toru Miyazaki

↓
宮
崎
さ
ん
は「
本
選
で
も
ド
イ
ツ
の
素
晴
ら
し
さ

　
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
」と
語
る

　
優
勝
し
た
宮
崎
さ
ん（
写
真
中
央
）、第
２
位
の
中

　
田
さ
ん（
左
）、第
３
位
の
水
野
さ
ん（
右
）
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ぼくたち・私たちの

学び舎

　

し
ら
ゆ
り
幼
稚
園
で
は
「
心
も
身

体
も
た
く
ま
し
い
子
ど
も
」
を
育
て

る
こ
と
を
目
標
に
、
子
ど
も
達
が
喜

ん
で
来
る
園
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

幼
稚
園
教
育
は
生
涯
に
わ
た
る
土

台
を
育
て
て
い
く
大
切
な
場
所
、
毎

日
の
遊
び
や
生
活
を
通
し
て
「
や
れ

ば
で
き
る
」
を
合
言
葉
に
日
々
の
園

生
活
や
行
事
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん

の
経
験
を
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、「
遊

び
」
を
中
心
と
し
た
生
活
、
特
に
外

で
た
く
さ
ん
遊
ぶ
こ
と
を
年
間
通
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

便
利
な
時
代
に
な
り
、
子
ど
も
達

が
体
を
動
か
す
機
会
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
、特
に
運
動
の
基
本「
歩

く
」
習
慣
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

で
体
力
や
運
動
能
力
が
低
下
し
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
幼
児
期
に
身
体

の
基
本
を
つ
く
る
た
め
に
、
し
な
や

か
さ
や
バ
ラ
ン
ス
を
養
う
リ
ズ
ム
運

動
を
取
り
入
れ
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
練

習
を
し
て
つ
く
り
上
げ
る
和
太
鼓
演

奏
、
プ
ー
ル
あ
そ
び
、
竹
馬
、
の
ぼ

り
棒
や
な
わ
と
び
、マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、

昨
日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明
日
…

と
上
達
す
る
年
齢
に
応
じ
た
特
色
あ

る
活
動
に
取
り
組
み
、ど
の
子
も「
達

成
感
」
と
「
自
信
」
を
持
ち
、
い
き

い
き
と
園
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
同
士
で
も
逆
あ
が
り
が
出

来
る
と
み
ん
な
に
う
ら
や
ま
し
が
ら

れ
る
し
、
出
来
な
け
れ
ば
「
も
っ
と

が
ん
ば
ろ
う
」
と
自
覚
し
ま
す
。
そ

ん
な
中
で
「
出
来
る
」「
出
来
な
い
」

「
勝
ち
負
け
」
を
意
識
す
る
こ
と
も

向
上
心
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
育
て

る
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
出
来
た

子
が
出
来
な
い
子
に
教
え
る
、
思
い

や
り
の
心
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

運
動
会
の
練
習
真
っ
只
中
の
幼
稚

園
。
園
庭
で
は
年
長
さ
く
ら
組
の
子

ど
も
達
が
足
の
指
に
絆
創
膏
を
何
回

も
貼
り
な
が
ら
竹
馬
の
練
習
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
粘
り
強
く
、
あ
き
ら

め
ず
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
全

員
が
上
手
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
も
お
家
の
方
に
作
っ
て

も
ら
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
竹
馬
で
、
幼

稚
園
最
後
の
運
動
会
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
吉
岡　

洋
子
）

「
心
も
身
体
も
た
く
ま
し
い

し
ら
ゆ
り
っ
子
」

今
月
の
学
び
舎　

し
ら
ゆ
り
幼
稚
園

↑お楽しみ会そうめん流し

↑しらゆりちびっこ太鼓

　

歴
史
資
料
館
一
階
展
示
室
の

正
面
に
「
岡
城
之
図
」
が
見
ら

れ
る
。
12
代
藩
主
中
川
久
昭
が

描
く
扁
額
を
、
野
尻
幸
三
郎
が

拡
大
模
写
し
た
作
品
で
あ
る
。

南
画
独
特
の
筆
運
び
や
墨
絵
の

種
々
な
筆
法
が
わ
か
り
、
歴
史

的
に
は
廃
藩
置
県
以
前
の
岡
城

の
よ
う
す
を
表
す
貴
重
な
資
料

に
も
な
っ
て
い
る
。

　

玉
洗
、
玉
庵
と
号
し
、
本
格

的
に
大
作
に
取
り
組
む
の
は
、

教
職
を
退
く
昭
和
48
年
（
１
９
７

３
）
以
後
で
、
南
画
の
学
び
始

め
は
47
歳
で
草
刈
樵
谷
に
師
事

し
て
い
る
。
退
職
時
の
秋
、
大
分

県
美
術
協
会
展
書
道
部
門
で
特

選
に
、
53
年
同
県
美
展
日
本
画

部
門
で
「
老
桜
春
日
図
」
が
特

選
に
な
る
。
満
開
の
桜
が
墨
画

着
色
で
描
か
れ
た
六
曲
一
隻
の
屏

風
絵
で
あ
る
。

　

竹
田
市
立
歴
史
資
料
館
は
昭

和
56
年
に
開
館
、
そ
の
前
年
よ

り
専
門
員
と
し
て
田
能
村
竹
田

を
は
じ
め
と
す
る
南
画
関
係
の

美
術
や
歴
史
資
料
、
先
人
の
遺

品
な
ど
の
収
集
に
努
め
、
開
館

展
示
の
準
備
に
当
っ
て
い
る
。

　

60
年
に
は
草
刈
樵
谷
先
生
を

指
導
者
に
南
画
教
室
を
始
め
、

そ
の
補
佐
を
務
め
て
い
る
。
体
験

学
習
を
主
体
に
南
画
の
基
本
で

あ
る
筆
の
運
び
方
、
墨
の
濃
淡

に
よ
る
事
物
の
表
現
を
指
導
し
、

詩
画
一
体
の
奥
深
さ
と
、
そ
の
歴

史
を
共
に
理
解
推
進
に
努
め
て

い
る
。

　

今
年
は
90
歳
で
亡
く
な
ら
れ

た
野
尻
幸
三
郎
の
13
回
忌
で
、

そ
れ
を
記
念
し
て
回
顧
展
が
水

琴
館
で
開
か
れ
た
。
寄
贈
さ
れ

た
遺
作
品
20
数
点
が
展
示
さ
れ
、

代
表
作
「
荒
城
夏
日
図
」
は
石

垣
を
背
景
に
白
百
合
が
全
面
に

描
か
れ
た
屏
風
絵
で
あ
る
。

　

教
育
者
森
信
三
の
「
人
生
二

度
な
し
」
を
信
条
に
生
涯
を
全

う
し
終
え
て
い
る
。（

広
田　

敦
）

南画と半生を共に　野
の

尻
じりこうざぶろう

幸三郎
↑緑ヶ丘中学校時代の野尻先生
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■竹田市立図書館
　TEL ・FAX63-1048
■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL ・FAX68-2200
■久住図書室
　TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
　TEL75-2240 ・FAX75-2231

図書館に行こう

【一般の本】
・鬼神の如く　黒田叛臣伝（新潮社）　　　　　　葉室　　麟
・アンフェアな国（刑事雪平夏見〔５〕）（河出書房新社）秦　建日子
・姫　神（文藝春秋）　　　　　　　　　　　　　安部龍太郎
・声（東京創元社）　　　　アーナルデュル　インドリダソン
・国境のない生き方　私をつくった本と旅（小学館）ヤマザキ　マリ
・フランス人ママ記者、東京で子育てする（大和書房）西村プペカリン
・アホの壁（新潮社）　　　　　　　　　　　　　筒井　康隆
・草木染ハンドブック（ウール染の植物図鑑）（文一総合出版）　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 山崎　和樹

・「実のなる木」でつくるカトラリー（10種類の木材で13の食器をつくる）
　（スタジオタッククリエイティブ）　　　　　　　　山下　純子

・詩誌侃侃（2015、No.24）（書肆侃侃房）　　　　田島　安江∥編
【子どもの本】
・闇の炎　龍のすむ家 5 巻（竹書房）　　クリス　ダレーシー
・星空ぎゅいーん　セイルといっしょ　1、2 巻（新日本出版社）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 長崎　夏海

・笑い猫の 5 分間怪談　1、2 巻（KADOKAWA）　　那須田　淳
・ママがおばけになっちゃった（講談社）　　　　　　のぶみ
・かむさりやまのおまじない（徳間書店）　　　　三浦しをん
・おひさまやのおへんじシール（講談社）　　　　茂市久美子
・まるちゃんあそぼ！（あかちゃんかみしばい いっしょにこんにちは）（童心社）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 長野ヒデ子
他　70 冊ほど入りました

一般の本

子どもの本

「『きのこのき』　きになる   
　きのこのきほんのほん」

新井　文彦　文一総合出版

　ようこそ、きのこわーるどへ！きのこは、美しい。
きのこは、可愛い。
　きのこが大好きなきのこ写真家新井さんが、きの
この基本やいろいろなきのこ、名前や色、街中や郊
外、森、山麓での観察方法、調べ方・撮り方などを、
美しい写真とともに紹介した本です。
　さあ、きのこの世界をのぞいてみませんか！

「おにころ」
野村たかあき作・画　　　
上毛新聞社事業局出版部

　神流川流域、自然あふ
れる上州の山間の地に生まれた鬼の子「お
にころ」が、人びとの心に愛をとりもどさせる
創作民話。上州と武州の水争いを、「おにころ」
が身を犠牲にして解決する。
　テーマは「愛をとりもどせ」。
　野村たかあきさんの素晴らしい絵をじっくり
お楽しみください。

ご案内
　 読書の秋！図書館では色とりどりの本を揃えてみなさまのご
来館をお待ちしております。
　インターネット予約やリクエストなど受け付けておりますので、
お気軽にご利用ください。
　詳しくは図書館までお問い合わせください。

（アミ）が竹田市立図書館の休館日
お＝荻図書室　く＝久住図書室
な＝直入図書室

月10
http://www.city.taketa.oita.jp/library/

新刊　のご案内

今月の読み聞かせ　　　　　　　　　　　

○ブックスタート
　10月14日㈬　14：00～（竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや
　毎週火曜日　10：30～11：00
　（竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム
　10月  8日㈭　14：00～14:30（竹田幼稚園） 　
　10月15日㈭　14：00～14：30（南部幼稚園）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

おく
な

4
く
な

5
お

6 7 8 9 10
おく
な

11
く
な

12
おく
な

13 14 15 16 17
おく
な

18
く
な

19
お

20 21 22 23 24
おく
な

25
く
な

26
お

27 28 29 30 31
おく
な

今月の休館日
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秋
の
入
り
口
、
畏
友
、
白
洲
信
哉
さ
ん
と
竹
田
市
の
東
京
事

務
所
長
で
あ
る
白
坂
亜
紀
さ
ん
を
交
え
て
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

in
銀
座
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
地
方
創
生
の
戦
略
予
算

を
活
用
し
て
の
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
だ
っ
た
だ
け
に
、
会
場
と
な

っ
た
紙
パ
ル
プ
会
館
に
は
、
首
都
圏
で
活
躍
す
る
多
彩
な
顔
ぶ

れ
が
そ
ろ
っ
た
。
白
洲
さ
ん
の
人
気
と
白
坂
さ
ん
の
人
脈
の
広

さ
に
は
あ
ら
た
め
て
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
こ
ん
な
秀
逸
な
企
画
を
実
践
し
た
市
役
所
の

若
手
職
員
の
ヤ
ル
気
と
企
画
力
に
も
賛
辞
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
。
ス
テ
ー
ジ
に
も
会
場
に
も
日
本
を

代
表
す
る
人
々
が
集
ま
り
、
そ
の
一
流
の
感
性
と
経
験
値
に
衝

撃
を
与
え
た
の
だ
か
ら
。
指
示
に
従
っ
て
動
か
さ
れ
た
（
笑
）

私
自
身
も
う
れ
し
か
っ
た
。
こ
う
し
た
成
功
体
験
こ
そ
が
最
高

の
人
材
づ
く
り
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
頭
の
中
で
考
え
る
だ

け
で
な
く
、
勇
気
を
も
っ
て
挑
戦
す
る
行
動
力
こ
そ
が
求
め
ら

れ
る
の
で
あ
り
、
失
敗
し
て
も
成
功
し
て
も
、
け
っ
し
て
無
駄

に
な
る
こ
と
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
成
功
す
れ
ば
飛
躍
的
に
そ

の
後
の
企
画
力
に
磨
き
が
か
か
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

さ
て
。
こ
う
し
て
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い
た
ら
、
西
日
本
新
聞

社
の
大
分
支
局
に
赴
任
さ
れ
て
き
た
岩
尾
さ
ん
と
い
う
若
手
記

者
が
面
談
に
訪
れ
た
。
西
日
本
新
聞
と
言
え
ば
、
い
ま
か
ら
30

年
以
上
前
、
当
時
の
平
松
守
彦
県
知
事
が
一
村
一
品
運
動
を
唱

え
、
豊
の
国
づ
く
り
塾
が
全
盛
だ
っ
た
頃
、
若
者
た
ち
の
行
動

を
支
持
し
て
く
れ
た
新
聞
社
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
当

時
の
私
は
仲
間
た
ち
と
と
も
に
『
ふ
る
さ
と
農
園
』
を
開
設
し
、

釣
り
の
趣
味
を
生
か
し
た
水
辺
環
境
づ
く
り
に
燃
え
て
い
た
。

そ
の
活
動
は
知
事
に
認
め
ら
れ
、
県
下
の
モ
デ
ル
と
し
て
注
目

を
集
め
た
の
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
頃
、
合
併
前
の
竹
田
市
で
は
、

あ
の
土も
ぐ
ら竜

会
が
薪
能
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
人
力
車
を
走
ら
せ
て

い
た
。

　

し
か
し
、
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
ム
ラ
の
体
質
は
「
出
る

杭
を
打
つ
」
の
で
あ
っ
た
。
地
域
に
新
し
い
息
吹
を
と
燃
え
て

い
る
若
者
た
ち
が
そ
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
そ
し
て
座
り
込
ん
で

し
ま
う
事
例
も
県
下
で
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
若
者
を

救
っ
て
く
れ
た
の
が
西
日
本
新
聞
の
報
道
で
あ
っ
た
。
私
た
ち

も
随
分
と
励
ま
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
頃
出
会
っ
た
の
が
西

日
本
新
聞
の
大
分
総
局
で
デ
ス
ク
を
し
て
い
た
野
中
大
蔵
さ
ん

で
あ
り
、
若
手
記
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
山
浦
修
さ
ん
で
あ

っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
30
年
。
野
中
さ
ん
た
ち
に
励
ま
さ
れ
て
小
さ
な
成

功
を
体
験
し
た
私
た
ち
は
、
次
々
に
新
し
い
世
界
へ
と
挑
戦
を

続
け
た
。
い
ま
中
学
生
た
ち
が
引
き
継
い
で
く
れ
て
い
る
ド
イ

ツ
と
の
国
際
交
流
も
し
か
り
、
芸
術
家
た
ち
を
ム
ラ
に
招
へ
い

し
よ
う
と
始
め
た
運
動
は
い
ま
ア
ー
ト
レ
ジ
デ
ン
ス
構
想
や
城

下
町
再
生
運
動
と
し
て
花
開
き
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
、
特
筆
す

べ
き
は
、
や
は
り
『
世
界
に
通
用
す
る
個
性
的
な
温
泉
地
づ
く

り
』
へ
の
挑
戦
で
あ
る
。
竹
田
市
全
域
を
国
民
保
養
温
泉
地
へ

と
導
き
、
日
本
初
の
温
泉
療
養
保
健
制
度
は
、
地
方
創
生
の
シ

ン
ボ
リ
ッ
ク
な
政
策
と
し
て
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
行
動
す
る
こ
と
に
若
者
た
ち
は
不
安
を
抱
く
。

ま
し
て
、
だ
れ
も
や
っ
て
い
な
い
こ
と
に
立
ち
向
か
う
時
は
な

お
さ
ら
で
あ
る
。
そ
の
と
き
大
切
な
思
考
回
路
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
。
畏
友
、
茂
木
健
一
郎
さ
ん
は
こ
う
言
う
。「
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
考
え
る
脳
の
抑
制
を
は

ず
し
て
、「
う
ま
く
い
っ
た
ら
、
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
ふ
う
に
考
え
直
す
こ
と
だ
と
。
な
る
ほ
ど
。
脳
科
学
者
に
教

わ
る
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。
教
え
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
人
生
も
、

ま
ち
も
進
化
し
て
い
く
の
だ
か
ら
。

「
う
ま
く
い
っ
た
ら
、こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
」

成
功
体
験
の
あ
る
ま
ち 

― 

― 

― 

― 

―
―

←　畏友・白洲信哉さん
と茂木健一郎さんと縁を
育む（写真は、昨年８月
のアートレジデンス時の
様子）

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

「
陽
は
ま
た
の
ぼ
る
」

　
今
年
も
決
勝
に
進
出

　

過
去
最
高
の
全
国
１
４
８
２
店
舗
が

参
加
の
「
第
10
回
居
酒
屋
甲
子
園
大

会
」。

　

熱
い
予
選
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
、

９
月
７
日
、
東
京
都
内
で
行
わ
れ
た
最

終
予
選
の
結
果
、 

昨
年
初
出
場
、
初
優

勝
を
飾
っ
た
「
感
動
の
も
つ
鍋
処
陽
は

ま
た
の
ぼ
る
」
が
２
年
連
続
の
決
勝
進

出
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
行
政
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、

全
国
に
竹
田
を
Ｐ
Ｒ
し
、
今
年
も
日
本

一
を
獲
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
意

気
込
み
を
語
る
氏
田
善
宣
代
表
。

　

し
か
も
今
年
決
勝
に
進
出
し
た
の
は

「
竹
田
本
店
」（
本
田
智
之
店
長
）
！　

　

決
戦
は
11
月
10
日
、
会
場
は
パ
シ
フ

ィ
コ
横
浜
国
立
大
ホ
ー
ル
（
神
奈
川
県

横
浜
市
）。
史
上
初
の
連
覇
の
か
か
る

決
勝
大
会
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

↑史上初の連覇を目指す「感動のもつ鍋処　陽はまたのぼる」（写真は昨年の全国大会）

市長コラム
〈第74回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。
人との出会いや物事との接点が生まれるのは、
偶然ではなく、それなりの理由が働くからで
あるという意味。
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竹
田
市“
地
方
創
生
”Ｔ
Ｏ
Ｐ
セ
ー
ル
ス 

 in 

銀
座　
大
盛
況
の
内
に
終
幕

　
８
月
30
日
、東
京
・
銀
座
に
て「
大

分
県
竹
田
市
〝
地
方
創
生
〟
Ｔ
Ｏ
Ｐ

セ
ー
ル
ス
」
と
題
し
、
竹
田
市
の
政

策
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
企
画
は
、
竹
田
市
東
京
事
務
所

長
・
白
坂
亜
紀
さ
ん
（
竹
田
市
出
身
。

ク
ラ
ブ
「
稲
葉
」、
銀
座
な
で
し
こ

会
代
表
他
）、
竹
田
市
東
京
事
務
所

副
所
長
・
伊
藤
彩
子
さ
ん
（
大
分
県

移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
大

分
人
祭
り
代
表
）、
竹
田
市
東
京
事

務
所
顧
問
・
井
手
得
郎
さ
ん
（
竹
田

高
校
出
身
。
大
分
県
人
会
副
理
事

長
）、
竹
田
市
東
京
事
務
所
特
派
員・

高
橋
周
平
さ
ん
（
地
域
お
こ
し
協
力

隊
第
２
期
卒
業
生
、
早
稲
田
大
学
大

学
院
）
を
は
じ
め
と
す
る
、
こ
れ
ま

で
竹
田
市
が
『
人
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
築
い
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
地

方
創
生
先
行
型
交
付
金
を
上
手
く

活
用
し
、全
国
に
先
駆
け
た〝
地
方
創

生
〟
モ
デ
ル
自
治
体
と
し
て
の
独
創

的
な
試
み
で
し
た
。

　

会
場
に
は
有
料
に
も
か
か
わ
ら
ず

定
員
を
大
幅
に
超
え
る
１
５
０
名
の

来
場
者
が
駆
け
つ
け
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
第
１
部
で
は
、
今

年
度
か
ら
竹
田
市
東
京
事
務
所
長

に
就
任
し
た
白
坂
亜
紀
さ
ん
の
講

演
。
第
２
部
で
は
、
雑
誌
「
目
の

眼
」
編
集
長
・
白
洲
信
哉
さ
ん
と
竹

田
市
と
の
ご
縁
を
浮
き
彫
り
に
す
る

中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
視

点
か
ら
、
竹
田
の
持
つ
潜
在
力
・
魅

力
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、こ
れ
ま
で
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
ト
ー
ク
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
西
み
ほ
さ
ん
に
竹

田
ゆ
か
り
の
名
曲
を
ご
披
露
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

竹
田
の
持
つ
豊
か
な
土
壌
が
人
の

つ
な
が
り
を
生
み
出
し
（
＝
人
間
磁

場
）、
そ
こ
か
ら
新
た
な
地
域
の
宝

を
次
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
（
＝

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）、
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
証
明
さ
れ
た
場
と

な
り
ま
し
た
。

地
方
の
取
り
組
み

　
　
　
確
か
な
手
ご
た
え

↑「美術には新しいものを愛でる視点、古いものを未来に活かしてい
く視点の両側面がある。これは行政にも問われていることだと思う。
つまり、未来に何を受け継いでいくかというビジョンが、その地域の
在り方を決定付ける」と語る白洲信哉さん（写真中央）

←「今こそ地方からオリジナリティある、そ
の土地でしかできない政策を提案すべき。
これこそが地方創生である」と語る竹田市長

↑「銀座でモテるのは“太く“、“堅く“、
“長い“方、つまり、たくさん飲んで食
べて、お金払いが良くて堅く、長く足
を運んでくれる人」と語る白坂さん

「
第
２
回
い
き
い
き
健
康
フ
ェ
ス
タ
」
が
大
盛
況
開
催

  

め
ざ
せ
健
康
長
寿
日
本
一
！

　

市
民
全
体
で
健
康
づ
く
り
の
気

運
を
高
め
る
た
め
に
、「
第
２
回
い

き
い
き
健
康
フ
ェ
ス
タ
」を
、
９
月
６

日
、久
住
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

湯
浅
慶
朗
先
生
（
み
ら
い
ク
リ
ニ

ッ
ク
付
属
フ
ッ
ト
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
：

福
岡
市
）
に
よ
る
「
転
倒
・
介
護
予

防
は
足
ゆ
び
か
ら
～
ひ
ろ
の
ば
体

操
で
一
生
歩
け
る
足
つ
く
り
～
」
と

題
し
た
健
康
講
演
会
や
、
健
康
づ

く
り
標
語
の
表
彰
、
健
康
づ
く
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
継
続
者
の
表
彰
、
こ
こ

ろ
・
認
知
症
・
介
護
等
の
健
康
相
談
、

温
泉
・
運
動
・
食
育
・
健
康
チ
ェ
ッ

ク
の
各
コ
ー
ナ
ー
が
、
多
く
の
市
民

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
取
り
組
ん
だ
健
康
づ

く
り
標
語
の
入
賞
者
作
品
は
、
各
公

民
館
等
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
健

康
づ
く
り
事
業
等
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
健

康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
受
付
も

行
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

「
マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
」
を
６
か

月
間
、
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
方

に
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ご
家
族
や

職
場
の
仲
間
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
な

お
、
事
前
に
「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
手

帳
」
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
（
交

付
の
受
付
が
必
要
で
す
）。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
保
険
健

康
課　

☎
63-

４
８
１
０

↑「健康づくり標語募集」で表彰されたみなさん

↑にぎわう食育コーナー　
　（久住公民館ロビー）

←湯浅慶朗先生の健康講演会

ドイツワインやカボス、ジビエ等
の特産品もＰＲしました。　　→



広報たけた 平成 27 年10 月号 32

広
報
た
け
た

No.127
平

成
27年

10
月

1日
発

行
　

■
発

行
／

竹
田

市
　

〒
878-8555

大
分

県
竹

田
市

大
字

会
々

1650　
TEL0974-63-1043　

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
〔

URL〕
http

://w
w

w
.city.taketa.oita.jp

■
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

　
E-m

ail  taketa@
city.taketa.lg.jp　

■
編

集
／

総
務

課
秘

書
広

報
係

　
TEL0974-63-1043　

FAX0974-63-0995　
■

印
刷

／
㈱

双
林

社
竹

田
支

店

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

郷土の植物 （318）

第127回
阿孫　久見

キツネノカミソリ（ヒガンバナ科）

　
野
や
山
地
の
草
地
や
林り

ん
え
ん縁

の
や

や
半
陰
地
に
群ぐ

ん
せ
い生

す
る
高
さ
50
㌢

ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
特と

く
ち
ょ
う徴は
春

に
芽め

ぶ吹
い
た
葉
は
開
花
時
に
は
枯

れ
て
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
葉
と
花
は
別
々
に
見
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

葉
は
広こ

う
ら
ん
け
い

卵
形
の
鱗り

ん
け
い茎
（
タ
マ
ネ

ギ
状
の
も
の
）
か
ら
白は

く
り
ょ
く
し
ょ
く

緑
色
を
し

た
線
形
の
根こ

ん
せ
い
よ
う

生
葉
を
束そ

く
せ
い生
し
て
出

し
ま
す
。
葉
の
長
さ
は
50
㌢
、
幅

が
１
㌢
ほ
ど
で
す
。
葉
は
茎く

き

の
出

る
前
の
夏
に
枯
れ
ま
す
。

　

葉
の
枯
れ
た
あ
と
、
太
い
茎
を

伸
ば
し
茎
の
先
に
散さ

ん
け
い
じ
ょ
う

形
状
に
数
個

の
橙だ

い
だ
い
い
ろ色の
径
３・５
㌢
ほ
ど
の
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
深
く
６
裂
す
る
合

弁
花
は
漏ろ

う
と
じ
ょ
う

斗
状
で
斜な

な

め
に
向
い
て

開
き
、
花
弁
は
反
り
返
り
ま
せ
ん
。

花
後
に
果
実
を
つ
け
、
形
は
平
べ

っ
た
い
球
形
で
す
。

　

和
名
の
由
来
は
葉
の
形
を
カ
ミ

ソ
リ
に
例
え
て
狐キ

ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ

の
剃
刀
の
名
が

あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
ご
く
普
通
に
里
山

で
観
察
さ
れ
ま
す
。
花
期
は
８
月

か
ら
９
月
で
す
。


